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費
用
格
差
構
成 

㈠

は
し
が
き——

本
稿
の
課
題
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規

模

企

業

‘
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場
の
経
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性
に
関
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る
若
干
の
理
論
的
考
察 

©

わ
が
!1
-主

要

産

乘

に

お

け

る

部

門

内

諸

資

本

の

生

産

規

模

=
費
用
格
差
構
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妈
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約

(

以
上
本
号)

第
二
節
：
参
入
障
壁

.
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へ 

第
三
節
製
品
差
別
.(

以
上
次
稿)

わ
が
_

主
耍
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
^

と

独

占
㈡
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格
差
構
成
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に
.
-
-
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.
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㈠

は

し
 

'が
き

—

本
稿
の
課
題

本
研
究
は
、
紙
占
価
格

=

独
占
利
潤
の
分
析
を
中
心
に
最
近
一
〇
年
間
の
わ
が
国
の
主
要
な
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
学
と
独
占
の
構
造
的
特
徴 

を

謹

的

に

分

析

：し
よ
ぅ
と
す

f

Q

で
I

が
、
翦

Q

S

と
本
稿
で
は
、
こ

Q

S

価
格

Q

謹

、
独

占

觀

Q

齧

Q

雲

本

間

謹
 

に
も
っ
と
も
強
い
影
響
を
与
え
る
条
件
の
一
つ
で
あ
る
擊
集
中
状
況

(

そ
の
ほ
か
の
条
件
は
参
入
障
壁
と
製
品
差
別
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
次
稿
で
明
ら 

か
に
さ
れ
る
。

)

が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
ぅ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
売
手
集
中
状
況
は
、
①
売
手
市
場
集
中
度
、
②
企
業
規
模
構
成
お
よ
び

、

.
③
生 

産
規
模

I

用
格
差

I

Q

一

一

一

つ

の

側

面

か

ら

考

察

さ

れ

る

必

I

t

と

思

わ

れ

衾

、
前

魯

は

①
輩

市

場

集

中

？

f

證

模

構

成
 

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
、

.

本
稿
で
は
③
生
産
規
模

==

費
用
格
差

I

取
が
明

ら

か

に

さ

れ

る

。

す
で
に
序
説
で
も
の
べ
た
ご
と
く
、
資
本
の
集
積

.
集
中
の
進
展
に
も
と
づ
く
資
本
規
模
の
拡
大"
生
産
規
模
の
拡
大
は
、
生
産
諸
条
件
の
向 

上

_

生
産
性
の
発
展
と
'密
接
な
.関
連
を
も
っ
，て
い
る
。.そ
の
た
め
、
，あ
る
部
門
に
お
げ
る
.諸
資
本
規
模

=

生
産
襲
の
差
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の 

盡
す
る
商
品
の
コ
ス
ト
差
と
対
応
す
る

I

を
も
つ
て
い
る
。

S
る

簾

の
i

規
模
間
に
は
コ
ス
ト
差
が
な
い
よ
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な
こ
と
も
あ
る
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そ
^

ぁ

と
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み
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よ
う
に
コ
ス
ト
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ス
ヶ
丨
ル
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ヵ
丨
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が

L

字
型
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あ
t

う
な
部
門
で
あ
る
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)

こ
の
大
資
本
の
大
襲
生
産
に
も
と
づ
く
コ
ス
ト
の

S

廉
性

は
、
価
格
低
下
の
競
争
|

い
て
は
、
大
資
本
の
小
資
本
へ
の
庄
倒
•

駆
逐
と
し
て
作
用
し
、
ヵ
ル
テ
ル
な
I

調
的
価
格
靈
に
お
い
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コ
ス
ト
の
低
い
_

本
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内
雲
本
の
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の
f

l

当
該
部
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競
f

独
占
の
あ
り
方
に
f

l

的
I

f
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I
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で
、
本
稿
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独
占
価
格
"

独
占
利
潤
の
分
析
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本
稿
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塵
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産

ゝ

で

I

ヵ
广
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水
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を
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現
し
て

I

る
: ^

な
ど
の
部
門
内
諸
資
本
の
生
産
慶

=

費
用
格
差
と
競
争
力
格
差
の
構
成
を
明 

ら
ヵ
に
し
て
、
当
該
部
門
の
競
争
の
あ
り
方
を
み
て
ゆ
き
た

I'
?)

。
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n

l

は
、
部
門
内
諸
資
本
の
生
産
規
模
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用
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構
成
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ら
か
に
す
る

と

と

も

に
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各
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門

に
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塞
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蒙

於
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|
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析
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に
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稿
で
明
ら
力

」

さ
れ
た
売
手
集
中
度
の
高
さ
、
企
業
数
お
よ
び
企
業
規
模
の
相
互
関
連
で
分
窺
さ
れ
た

諸

寡
占
市
場
の
形
获

要

因

を

解
明
す 

る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
数
が
少
く
、
各
企
業
の
規
模
が
大
き
く
，
売
手
集
中
度
が
高
い
市
場

(

た
と
え
ば

f

ス
テ
ル
の
よ
う
な

「

巨 

大
企
業
主
導
大
企
業
併
存
型

.

高
位
全
部
寡
占

」

、
前
稿
第
一
ー
表
参
照

)

は
、
現
在
の
技
術
水
準
と
裏
の
範
囲
の
も

と

で
.
は

、

企
業
が
存
立
し
う
る
生 

,

4

夫
模
の
範
严
狭
く
し
か
も
生
慶
模
の
標
準
的
水
準
が
高
い
と
い
う
事
情
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で

あ

る

。

そ
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ゆ
え
本
稿
よ
、

の

売

手

市S

中

度

と
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€
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霖
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ら

れ

るI
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と
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S
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に
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產

I

を

も

つ

こ

と
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_

し

て

お

き
た
い
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上
が
本
稿
の
研
究
課
題
で
あ
り
、
研
究
の
範
囲
の
墨
で
あ
る
。
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わ
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に
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け
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と
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注(
1)

前
稿
で
は
生
産
.規
模
n
費
用
規
模
構
成
•と
な
っ
て
い
た
が
、
生
産
.規
模
：

=

費
用
格
差
構
成
と
し
た
方
が
、
内
容
を
よ
り
的
確
に
伝
え
る
と
御
批
！？

を

、：
こ 

.： *

た
.い
た
の
で
、.
こ
の
よ
う
に
訂
正
す
る
こ
と
に
し
た
。

、o
)

序
説
で
も
の
べ
た
ご
と
く
、
本
稿
の
研
究
は
、
シ
ロ
ス=

ラ
ビ
丨-I

の
い
う「

技
術
の
不
連
続
性」

の
実
証
分
析
に
も
通
じ
て
お
り
、
後
に
わ
が
国
主
要 

寡
占
を
--
,
'
.抜
術
.の
、不
連
続
性」

に
も
と
づ
く「

集
中
型
寡
占」

、
製
品
差
別
に
も
と
づ
く「

製
品
差
別
型
寡
占」

.
お
よ
び
そ
の
両
者
の
中
間
のr

複
合
寡
占
- 

V

な
ど
に
類
型
化
す
る
ば
あ
い
に
一
定
の
意
味
を
も
つ
。

：

，
.

:

•
. 

.

.

.

(

3)

各
:̂
严
に
お
け
る
生
産
規
模
の
.標
準
的
水
準
な
い
し
範
囲
は
、

一.般
に「

最
適
規
模」

と
い
わ
れ
る
も
：の
で
あ
る
'が
、
こ
の「

最
1

規
模」

太
、
中
小
色 

業
の
存
立
条
件
論
や
最
近
の「

産
業
再
編
成
論」

に
拡
大
解
釈
さ
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
使
わ
れ
な
け
^
ば
な
ら
な
、-。
あ
る
段 

階
の
技
術
水
準
の
も
と
で
、
し
か
も
あ
る
範
囲
の
市
場
の
広
さ
の
も
と
で
は
、
企
業
が
存
立
し
う
る
生
産
規
模
の
標
準
的
水
摩
と
範
四(「

最

費

模」)

が
存 

在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
.0
し
か
し
、
技
術
.の
水
準
や
市
場
の
範
囲
.を
考
齔
せ
ず
中
小
企
業
存
立
，の
た
め
，
の
於
外
か
条
件
と

し

て

r

適
正
規
模t
,

を
求
め
る 

『
「

適
正
規
模」

；中
小
企
業
論.

』

や
、「
資
本
の
自
由
化」

を
口
実
に
独
占
の
強
化
に
通
じ
.
.る
集
中
合
併
論
に
お
け
る
.「

最
適
規
模」

な
ど
は
、
こ
の
論
里
の
拡 

大
解
釈
で
あ
ろ
う
。.
わ
れ
わ
れ
が
^

め̂
よ
う
と
す
る
各
産
業
の「

最
適
規
模」

は
か
か
る
意
図
を
も
っ
た
も
の
'で
な
い
こ
と
を
附
記
し
て
は

き

た

、
o

O

大
規
模
企
業
••工
場
の
経
済
性
に
関
す
る
若
干
の
理
論
的
考
察

わ
が
国
寡
占
産
業
に
お
け
る
諸
資
本
の
生
産
規
模=

費
用
格
差
構
成
を
み
て
、
部
門
内
諸
資
本
の
競
争
力
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に 

は
大
資
本
が
小
資
本
に
対
し
てn

 

.ス
ト
上
優
位
に
な
る
ニ
つ
の
側
面
、
(̂「

大
規
模
|

!

の̂
有
利
性」

と
(6
)

「

大
規
模
か
秦
の
有
利
氹」

と
を 

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。「

大
規
模
工
場
の
有
利
性」

と
は
、
大
規
模
エ
場
が
小
規
模
エ
場
に
比
較
し
て
'
(1
)

よ
り
優
れ
た
生
産
諸
条
件
=.
生
産 

技
術
体
系
と
技
術
水
準=

の
利
用
.に
よ
つ
て
よ
り
高
い
労
働
生
産
性
を
実
現
で
き
、
⑵
よ
り
多
く
不
囊
本
充
用
上
の
節
約
を
證
で
き
る
こ
と 

で
あ
る
。「

大
規
模
企
業
の
有
利
性」

と
は
、
大
企
業
が
小
企
業
よ
り
も
(1
»

「

大
量
購
入
•
大
量
販
売
の
利
益」

に
よ
つ
て
よ
り
多
く
流
通
費
を
節 

約
で
き
、
⑵
信
用
獲
得
上
で
有
利
に
な
る
こ
と
で
あ
る
一

.
こ

の

よ

ぅ

な

大
資
本
の
小
資
本
に
対
す
る
規
模
の
ぅ
え
で
の
有
利
性

を

「

規
模
の
経
済 

性」

に
も
と
づ
く
有
利
性
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
わ
れ
わ
れQ

実
証
的
具
体
分
析
で
必
要
な
か
ぎ
り
で
の
.「

規
模
の
極
済
性
-

に
つ
、，
て

の
若
干
の
理
論
的
考
察
を
く
わ
え
て
お
き
たv

ブコス

V > \

(A
)

工
場
の
規
模
の
経
済
性

.

「

規
模
の
経
済
性」

：
は
.一
般
に
、
労
働
賃
金
、
：原
料
価
格
お
よ
び
資
本
価
格=

利
子
な
ど
の「

要
素
価
#

を
一
定
に
し
て
、
生

蠢

模

が

拡

+

 

す
る
と
と
も
に
製
品
準
位
当
り
コ
ス
ト
が
低
下
す
る
と
.と
を
意
味
し
て
い
る
。
生
産
規
模
の
拡
大
に
と
V

な
う
コK

ト
低
下
に
は
、
W

崖

技

校 

の
同
一
水
準
の
も
と
で
の
生
産
規
模
の
拡
大
に
と
も
な
う
コ
，
ス
卜
低
下
と
、
㈣

生
產
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
生
産
技
術
が
よ
り
高
い
水
準
に
向』
 

,

.

し
て
コ
ス
ト
が
低
下
す
る
、
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
時
系
列
的
考
察
で
は
、
前
者S

の
場
合
は
短
期
的
現
象
で
あ
り
、
絡 

者
和
の
場
合
は
長S

的
現
象
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し

か

し

、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
大
資
本
か
ら
小
資
本
ま
ヤ 

の
^
ス
ト
格
差
の
考
察
と
い
う
構
造
的
分
析
で
は
ノ
お
も
に
⑶
、
す
な
わ
ち
技
術
水
準
の
異
る
生
産
襲
間
の
コ
ス
ト
故 

差
と
し
て
み
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
る
.。
そ
れ
ゆ
え
、，
こ
こ
で
の
考
察
で
は
、
お
も
に
技
術
水
準
の
異
る
生
囊
模
間
の 

コ
ス
ト
格
差
の
発
生
要
因
を
具
体
的
に
の
べ
て
お
き
た
い
。

大
規
模
工
場
の
経
済
性
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
ま
ず
な
に
よ
り
も
空
場
は
優
れ
た
生
産
諸
条
件
の
利

用

に

よ

っ

て

.
高
い
労
嘗
生
産
性
を
実
現
で
き
る
こ
と
で
あ
る
フ
大
エ
場
で
は
⑴
ま
ず
多
く
の
労
働
カ
が
結
合
さ
れ
へ
そ
れ
ら
が
分
割
さ

れ
、
特

殊
•
専
門
化
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
組
織
化
し
た
傲
業
•
分
業
の
利
益
が
享
受
で
き
る
。
さ
ら
に
大
工
場
で
太

な
に
よ
り
も
は
優
れ
た
労
働
手
段=

機
械
的
労
働
手
段
と
装
置
的
劳
働
手
‘段=

が
設
置
さ
れ
て
高
い
労
働
生
産
性
が
実
双

で
き
る
。
.
さ
ら
に
大
工
場
で
は
⑶
こ
れ
ら
の
労
働
力
•労
働
手
段
が
組
織
的
に
体
系
化
さ
れ
る
。
機
械
の
体
系
を
み

る

と

、

多
数
の
同
種
の
機
械
の
協
業
的
体
系
化
か
ら
相
互
補
足
的
な
異
種
の
.作
業
機
の
分
業
に
も
と
づ
く
協
業

(

本

来

的

機

械

体

系

)

免
で
、
屋

-
分
業
が
機
械
体
系
で
も
再
現
さ
れ
て
、
そ
こ
で
は
質
的
に
.も
量
的
に
も
技
術
的
統一

が

證

さ

れ

る

。
と 

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
爭
と
独
占
㈡
 

一
一

五

(

七
1
七)

突線：短期コスト•スケール. カーブ 
点線：長期コスト•スケール，カーブ
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く
.

£
本
来
的
機
械
体
系
で
は
そ
の
全
生
産
工
程
が
連
続
化
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
：、
ま
す
ま
す
労
働
生
産
性
は
高
度
化
す
るC「

連
続
化
の
原
理

」)

。

ま
た
、■
作

業

機

がg
動
的
な
原
動
機
に
よ
っ
て
自
動
的
に
運
転
さ
れ
れ
ば
、
■
人
間
労
働
の
：助
力
を
必
要
と
し
な
い
自
動
的
機
械
体
系
に
な
っ
て
、

ま
す
ま
す
労
：働
生
産
性
は
高
度
化
す
る(「

自
動
.化
の
原
理」

)

。
伝
動
機
め
媒
介
に
よ
：っ
て
一
つ
.
.の
中
央
自
動
原
動
機
か
ら
運
動
を
.う
け
と
る
に
す

ぎ
な
い
作
業
機
め
編
成
さ
れ
た
体
系
に
お
い
て
、
.機
械
経
営
は
そ
の
も
っ
と
も
発
展
.し
た
形
態
に
な
る
。

.「
V

こ
こ
で
装
置
産
業
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
と
、.
装
置
産
業
で
は
⑴
バ
ッ
チ

•プ
ロ
セ
ス

か
ら
連
続
的
な
流
れ
生
産
工
程
へ.
、
.

⑵
原
料
の
配
合
や 

熱•

圧
カ
の
測
^

に̂
お
け
る
激
練
労
働
カ
の
勘
に
よ
る
測
定
か
ら
機
械
•
計
器
な
ど
の
科
学
的
測
定
へ(「

計
装
化」

：

)

、
⑶
中
央
制
御
に
も
と
づ
く
全
過
程
の 

_

動
的
操
作
な
ど
、
こ
こ
で
も
連
続
化
•
自
動
^

の
原
理
お
よ
び
全
工
程
の
体
系
化
が
追
求
さ
れ
て
、
労
働
生
産
性
は
著
し
く
高
度
化
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
し
て
大
規
模
工
場
は
高
い
労
働
生
産
を
.実
現
し
て
そ
の「

規
模
の
経
済
性」

-
を
享
す
る
の
で
あ
る
。

大
規
模
工
場
の
経
済
性
に
は
、$

&
ニ

に
、
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
が
あ
る
。
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
は
、
大
き
く
わ
け
て
ニ
つ
あ
る
。
第

一
の
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
は
、
大
規
模
工
場
ほ
ど
建
物
、
機
械
、お
よ
び
装
置
な
ど
丨
総
じ
て
工
場
の
建
設
投
資
額
が
節
約
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
を「

固
定
的
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約」
と
な
づ
け
て
お
こ
う
。

マ
ル
ク
ス
は
こ
の
節
約
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。「
労
働
^
!の
集
積
お
よ
び
彼
等
の
大
規
模
協
業
に
よ
っ
て
、…

…

不
変
資
本
が
節
約
さ
れ
る
。
同
じ

建

物(——

本
来
的
作
業
場
用
ば
か
り
で
な
く
倉
庫
用
な
ど
の
建
物
I

y

暖
房=

お
よ
び
燈
火
設
備
な
ど
の
費
用
は
、
大
規
模
生
産
の
場
合
に
は
小
規
模

生
産
の
場
合
よ
り
も
比
較
的
少
い
。
同
じ
こ
と
は
動
力
機
お
よ
び
作
業
機
に
つ
い
て
も
云
え
る
。
そ
れ
ら
の
価
値
は
絶
対
的
に
は
増
加
す
る
が
、
生
産
の
累
進

(

3

)

的
拡
張
と
比
較
し
、
可
変
資
本
の
大
い
さ
ま
た
は
運
動
さ
せ
ら
れ
る
労
働
力
の
分
量
と
比
較
す
れ
ば
相
対
的
に
減
少
す
る
。

」
(

ヵ
ッ
コ
内
筆
者
補
足)

第
二
の
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
は
、，
大
規
模
工
場
ほ
ど
原
料
、
補
助
材
料
が
節
約
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
.「

流
動
的
不
変
資
本
充
用 

上
の
節
約」

と
な
づ
け
て
お
こ
う
。

「

生
産
物
上
の
廃
物——

い
わ
ゆ
る
屑——

を
同
一
産
業
部
門
な
り
他
の
産
業
部
門
な
り
の
新
た
な
生
産
要
素
に
再
転
化
す
る
こ
と
、…
…

こ
れ
も
大
規
模
な

社
会
的
労
働
の
成
果
で
あ
る
。…

…

こ
の
屑
は
、
新
た
な
生
産
要
素
と
し
て
果
た
す
役
立
ち
は
別
と
し
て
、
そ
れ
が
再
び
売
ら
れ
う
る
も
の
と
な
る
の
に
比
例

(

4)

し
て
、
■原
料
費
を
安
上
り
に
す
る
。

」

こ
の
よ
う
な
生
I

Q

廃
物
-

屑
I

Q
同
一
部
門
な
り
他Q

讓

部

門

な

艺

、
新
た
な
i

要

證

I

化
す
る
こ
と
は
、
化

震

業

で

は 

と
く
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
が
、
鉄
鋼
業
に
お
け
る
廃
ガ
ス
の
再
利
用=

熱
処
理
経
済
も
、
単
位
当
り
製
品
コ
ス
ト
の
低
下
に
大
き
な
役
割
を
も
っ 

て
い
る
。

大
規
模
生
産
に
も
と
づ
く
原
料
.
補
助
材
料
費
の
節
約
に
は
、
こ
の
よ
う
な
生
産
物
の
廃
物
の
再
利
用
ば
か
り
で
な
く
、
原

料

.
補
助
材
料
の 

.配
合
の
技
術
的
改
良
に
も
と
づ
く
原
単
位
の
向
上
S

讓
に
お
け
る
コ
丨
ク
ス
比
や
石
油
精
製
に
お
け
る
熱
量
比
、
圧
力
比
な
ど
を
意
味
す
る)
.に
よ
つ

て

投

入

原
^
: 

•被
助
材
料
の
節
約
や
製
品
の
歩
留
り
の
向
上
に
よ
る
廃
物
の
減
少
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
大
規
模
生
産
に
よ
0
て

囊

で 

き
る
流
動
的
不
変
資
本
充
用
上
の
重
要
な
節
約
で
あ
る
。
 

.

以
上
の
よ
う
な
大
規
模
工
場
の
経
済
性
を
コ
ス
ト
構
成
諸
要
素
へ
の
影

響

と

い
う
視
点
が
ら
、
具
体
的
に
み
て
み
よ
う
。(

こ
れ
は
こ
の
あ
と
の

具
体
的
タ
析
丨
と
っ
て
と
く
に
必
要
で
あ
る)

製
造
原
価
は
、
大
き
く
わ
げ
て
、
、①
原
材
料
費
、
②
労
務
費
お
よ
び
③
資
本
費
と
い
う
構

成

素
か
ら

な

る

。
，原

材

料

費

の

低

下

は

、：，

.流
動
的
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
”

す

な

わ

ち

、
生

産

物

上

の

廃

物

の

再

利

用

な

い

.し

販

売

処

理

お

よ

び

肇

位

の
向
上
に
よ
る
投
入
原
材
料
費
の
節
約
、
.
歩
留
り
の
向
上
に
よ
る
生
産
物
上
'の
廃
物
の
減
少
な
ど
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

■

費
の
低
下

は
な
に
よ
り
も
優
れ
た
生
産
諸
条
件
の
使
用
に
も
と
づ
く
高
い
労
働
生
産
性
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
資
本
費
の
節
約
は
、
固
定
的
不
変
資

本
充
用
上
の
節
約
す
な
わ
ち
、
工
場
建
設
規
模
の
増
大
に
と

も

.

な
う
投
下
資
本
晕
の
節

約

が

、

単
.位

製

品

当

り

の

減

価

償

却

費

お

よ

び

金

融

費 

用
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
たらされる。
：

，

以
上
.の
よ
う
に
大
規
模
工
場
で
は「

規
模
の
経
済
性」

を
享
受
.し
て
、
製
品
原
価
を
低
下
.し
、
：.競
争
上
優
位
に
な
る
b

け
で
あ

る

。

• 

.

.

.

.

.

.
 

•

.

.

:

^

上
»0
„

-̂
舉
的
な
雄
一
製
品
工
場
の
.形
態
.に
.つ
い
て
で
あ
っ
て
、
現
実
の

h

場
を
考
察
す
る
に
は
、

.一
工
場
内
で
ぎA

m
o
k

が
生
産 

さ
れ
る
多
数
製
品
工
場
の
’「

規
模
の
経
済
性」

を
雲
す
る
必
要
が
あ
る
。'
:同
.
一.
’工
場
内
で
多
数
製
品
が
生
産
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
製
品
が
全
く
興
る 

唐

.工
程
で
生
産
さ
れ
て
い
れ
ば
、
-そ
の
場
合
に
は
.

「

単
一
，製
品
工
場
の
規
模
の
経
済
性

」

へ
に
よ

っ
..て
論
じ
ら
れ
る
か
ら
、
議
I

余
地
は
あ
ま
り
な
い
。
し

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占㈡
 

ニ

匕

(

七

へ
，)
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’二

八

(

七
九
〇)

か
し
.、
：
同
一:工
場
内
で
の
多
数
製
品
生
産
に
お
い
て
.、
全
エ
程

.

.の
;5
ち
の
あ
る
段
階
の
エ
程
が
共
通
に
使
用
さ
.れ
た
り
、
'単

.-

.の
全
生
産
エ
程
で
時
間
を
お
い 

て
多
数
製
品
が
生
産
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。.
こ
の
よ
う
に
生
産
エ
程
を
共
通
に
使
用
す
る
こ
七
は
、.
共
通
的
：̂
生
産
費
を
節
約
で
き
る
た
め
、
' あ
る
面
の「

規 

模
の
経
済
性」

を
享
受
で
き
る
。
.
し
.か
し
、
.反
面
で
.は
製
品
の
種
類
が
異
る
だ
け
に
使
用
.さ
れ
る
機
械
部
品
や
製
品
に
取
付
け
ら
れ
る
部
品
が
異
る
た
め
、
機 

械
部
品
の
取
替
や
取
付
部
品
の
取
揃
え
な
ど
に
時
間
と
労
力
が
必
要
に
な
り
、
い
わ
ば「

規
模
の
不
経
済」

.に
な
る
。.
そ
れ
ゆ
え
、
こ
か
よ
う
な
形
態
の
多
数 

へ
製
品
工
場
で
ば
、，：

⑴「

互
換
性
原
理」

，に
も
と
.づ
く
標
準
化
さ
れ
た
部
品
の
利
用
お
よ
び
作
業
.の
標
準
化
等
に
よ
る

共
通
費
の
節
約
、
.
.⑵
あ
る
製
品
だ
け
を
生 

産
し
つ
づ
け
る
期
間
の
長
期
化(

機
械
部
品
の
取
替
、
取
付
部
品
の
取
揃
え
の
た
め
'
.の
時
間
と
労
力
の
節
約)

、
⑶
可
能
な
範
囲
で
の
生
産
工
程
の
専
門
化
な 

ど
が
、
規
模
の
異
る
多
数
製
品
工
場
間
で
の
大
規
模
多
数
製
品
工
場
の
有
利
性
と
な
；
^

㈤

企
業
の
規
模
の
経
済
性
：
：
.ド

.：

ぐ

.

:

:

. 

- 

.

.

. 

: 

— 

.

大

企

業

は

大

工

場

を

保

有

'し
て
す
で
に
み
'た
よ
う

な

；

「

エ

場

の

規

模

の

経

済

性

J

を
享
受
す
る
，の
‘み
’な
ら
ず
、
そ
の
管
理
販
売
部
門
に
お
い
て

「

大
ft
購

入
•
大
量
販
売
の
利
益」

..に
よ
っ
て
流
通
費
用
を
節
約
す
る
と
同
時
に
資
金
の
大
量
借
入
れ
に
よ

っ
て
金
融
費
用
を
節
約
で
き
る
？

：

こ
れ
は
、
単
一
の
大
エ
場
^

か
保
有
し
な
い
大
企
業
で
も
享
受
し
う
る
有
利
性
で
あ
る
が
ヽ
さ
ら
に
大
企
業
は
-̂
垂

直

的

統

合

の

経

済

性

」

，
や

「

多

数

エ

場

制

企

業

の

経

済

性

」

：
の

利

益

を

享

受

し

う

る

;-
'
°
,

'

.

:ン

S

11
直
的
統
合
の
経
済
性
.
' 

.

:

.

.

垂
直
的
統
合
と
は
、
.
生
産
技
術
.上
の
関
連
の
あ
る
.い
く
つ
か
.の
隣
接
部
門
を1

つ
の
企
業
に
結
合
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
、
単
一
の 

工
場
内
に
結
合
さ
れ
る
形
態
と
地
理
的
に
分
離
し
た
い
，
X.

つ
か
の
生
産
段
階
の
異
る
数
工
場
で
生
産
す
る
よ
う
結
合
さ
れ
る
形
態
と
が
あ
る
。

垂
直
的
統
合
の
経
済
性
は
、
と
く
に
前
者
の
形
態
で
顕
著
で
あ
る
。
.
こ
の
場
合
の
垂
直
的
統
合
の
経
済
性
は
、
と
く
に
生
産
面
で
の
経
済
性
で 

あ
る
。
単
一
工
場
に
結
合
さ
れ
た
垂
直
的
統
合
工
場
は
、
相
異
る
生
産
過
程
の
諸
段
階
が
相
互
に
補
足
し
あ
う
連
続
的
一
系
列
に
な
る
た
め
、
生 

産

が

「

連
続
化」

•「

体
系
化」

さ
れ
て
、
0

熱
処
理
の
節
約
、
@

運
搬
時
間
の
節
約
、
0

各
生
産
段
階
に
お
け
る
購
入
，
販
売
取
扱
の
排
除
、

©
 

中
間
在
庫
の
排
除
な
い
し
減
少
、
ぉ
ょ
び
€)
各
ェ
程
に
ぉ
け
る
産
出
率
の
調
整
に
と
も
な
ぅ
生
産
時
間
の
節
約
、.
な
ど
を
獲
得
し
う
る
。
さ
ら
に

垂
直
的
統
合
企
業
は
、
前
進
的
統
合(

最
終
.的
に
は
流
通
部
門
ま
で
.の
統
合)

お
よ
び
後
退
的
統
合(

原
材
料
供
給
部
門
の
統
合)

を
通
じ
て
供
洽
者
k
 

い
し
購
入
者
に
対
す
る
支
払
利
潤
を
排
除
し
う
る
：と
い
う
流
通
面

で

.の

節

約

を

獲

得

し

う
^?)

.0
-

こ
の
よ
う
な
管
は
、
現
在
、.
鉄
鋼
、
繊
維
、
紙
。ハ.
ル
プ
、.
化
学
諸
産
業
お
よ
び
石
袖
精
製
な
ど
の
諸
産
業
で
著
し
く
進
展
し
て
い

る

。

こ
i

ら
の
垂
直
的
統
合
企
業
は
、
非
統
合
専
門
企
業
に
比
べ
て
、
生

産

.
流
通
面
で
の
経

済

性

を

享
受
し
て
、
競
争
上
.き
わ
め
て
有
利
な
也
位
に
あ 

る
。
 

'
 

:

(b
)

多
数
工
場
制
企
業
の
経
済
性 

.

.

あ
る
水
準
の
生
産
技
術
と
市
場
の
広
さ
な
い
し
分
布
の
も
と
で
は
、
企
業
は
■単
一
.
の
工
場
を
著
し
ぐ
大
規
模
化
す
る
と
規
模
の
経
済
性
の
享
受 

に
限
界
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
の

で

、

H

場
を
地
理
：

S

に
分
散
し
て
多
数
保
有
す
る
こ
と
が
あ
.る
。
こQ

多
数H

場
制
_

は
次
の
よ
う
な
経
済
性 

を

獲

得

で

©

原
材
料
の
生
棄
に
直
結
し
た
工
場
に
お
け
る
輸
送
費
の
節
約
、®

市
場
が
地
理
的
に
分
布
し
て
い
る
場
合
の
市
場
に
近
い 

工
場
に
よ
る
輸
送
費
•
販
売
費
の
節
約
、
©
安
価
で
大
量
な
労
働
力
供
給
地
の
工
場
に
お
け
る
労
務
費
の
節
約
、
©

道

路
*
港
湾
等
の「

社
会
勺 

資
本」

の
利
用U

よ
る
投
下
資
本
の
節
約
、
な
ど
が
こ
れ
で
.
t

。
こ
れ
らQ

多
数
H

i

_

Q
経
済
性
は
、
そQ

讓
の
性
格
な
い
し
商
品 

の
コ
ス
ト
構
成
上
の
性
格
に
よ
っ
て
各
産
業
で
異
っ
た
比
重
を
も
つ
の
で
、
そ
の
重
要
性
を
一
般
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
^ ?)

。
た
と
え
ば
石
油 

精
|,
産
業
で
は「

オ
フ
サ
ィ
ト
設
侦」
(

後
述)

の
建
設
に
お
い
て
港
湾
等
の「

社
会
的
資
本」

，I
の
利
用
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
が
、
装
置
産
業 

で
あ
る
た
め
総
コ
.ス
ト
に
占
め
る
労
務
費
の
比
重
が
少
い
の
で
、
.
労
務
費
節
約
上
の
工
場
の
分
散
化
は
.あ
ま
り
重
要
.で
な
い
。
ま
た
反
対
に
電
気 

機
器
製
造
業
の
よ
う
に
労
働
集
約
的
で
、
総
コ
ス
ト
の
う
ち
で
労
務
費
の
占
め
.る
比
重
が
大
き
い
産
業
で
は
、
労
務
費
節
約
上
の
工
場
分
散
化
が 

’：大
き
な
意
義
を
も
.つ
。

.

そ
こ
で
実
証
研
究
を
先
取
り
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
対
象
と
な
る
わ
が
国
主
要
産
業
に
お
け
：る
多
数
X

場
制
企
業
の
実
態
を
み
て
お
こ
う
。
 

次
の
表
は
昭
和
三
七
年
の
わ
が
国
製
造
業
に
お
け
る
産
業
別

•

企
業
別
の
各
企
業
の
.エ
場
保
有
状
況
で
.あ
る
9
'み
ら
れ
る
と
：お
.り
、
.大
企
業
ほ
ど 

わ
が
.国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈡
. 

ニ

九

(

七
\

|)



第 1 表経営組織別企業の工場保有状況   昭和37年一

^ 、\ 、項 tl 

資本金階層

企 業 数 1 同 左 樯 成 比 1 企業当り 
平均工場 
保 有 率

1 社
1 ェ場

1 社
2 工場以上 合 計 1 社 

1工場(％)
1 社 

2 工場以上 
(%) 合計(％)

総 計 233,289 5,845 239,134 97.6 2.4 100.0 1.04
会 社 計 135,157 5,427 140,584 96.1 3.9 100.0 1.07
資 本 金 100万 円 未 満 ' 52,681 421 53,102 99.1 0.9 100.0 1 00

100万 円 以 上 200万円未滿 35,719 589 36,308 98.4 1.6 100.0 1 02200万 円 以 上 500万円未满 28,034 1,032 29,066 96.5 3.5 100.0 1 00500万 円 以 上 1千万円未满 10,235 845 11,080 92.4 7.6 100.0 1 .18
•1千万円以上 5千万円未満 6,472 1,164 7,636 84.8 15.2 100.0 L035千 万 円 以 上 1 億円未溝 953 346 1,299 73.4 26.6 100.0 1.41

1 億 円 以 上 10億 円 未锻 917 673 ,1 , 590 57.7 42.3 100.0 1 82
10億 円 以 上 100愆円未満 143 311 454 . 3 1 . 5 68.5 100.0 3 81100愆円以上 < 3 46 49 6.1 93.9 100.0 8 .16

個 人 95,173 230 95,403 99.8 0.2 100.0 1.00
組 合 ，そ の 他 2,959 188 3,147 94.0 6.0 100.0 1.09

窍料：通産省1■工業統計表一昭和37年 企 ！*觸 n, p.ii.
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多
数
の
エ
場
を
保
有
し
て
1い
.る

::
°
ま
_た
.こ
れ
を
産
業
別
に
み
る
と
乳
製
品
、
綿
紡
績
、
セ 

メ
'ン
ト
、
製
粉
、
ビ
ー
ル
.な
、ど
の
諸
産
業
で
.と

：く

に

多

数

エ

場

制

企

-*
が

発

展

し

て

い
 

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
原
料
地
と
の
関
係
'で
共
通
し
た
性
格
を
も
つ
て
い
る
が
、
乳
製 

品
、
ビ
ー
ル
な
ど
は
市
場
に
直
結
し
た
工
場
分
散
化
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
看
過 

し
て
は
な
ら
な
い
。
.飲
用
牛
乳
と
ビ
ー
ル
で
は
製
品
容
器
の
関
係
で
市
場
に
直
結
し
た
エ 

場
を
保
有
し
て
輸
送
費
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
、

コ
ス
ト
低
下
の
不
可
欠
の
要
因
に」

ょ
つ 

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
産
業
別
の
工
場
分
散
化
の
事
情
を
こ
の
表
だ
け
か
ら
は
明 

ら
か
に
な
ら
な
い
の
で
、
次
の
産
業
の
也
産
規
模=

費
用
格
差
の
実
証
分
析
の
な
か
で
ふ 

れ
て
ゆ
き
た
い
。

注

(

1)

北
原
勇「

市
場
構
造
と
価
格
支
配」

(

慶
応
義
塾
経
済
学
会『

経
済
学
年
報』

5)
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わ
が
国
主
要
霖
占
産
業
に
お
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る
競
争
と
独
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(
C
o
)

こ
の
よ
う
办
ェ
場
の
分
散
化
が
近
年
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
，5

の
は
囊
で
あ
る
。

こ
の
成
に
つ
い
て
は
J

.

k

,

B
l
a
i
r
,

 

* 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y

 

a
n
d

 

f

. 

.
A
E
R
,

 

.
M
a
y
,
'
1
9
4
8
.

お
よ
び
.
.
.
.

.

H

.

TO
K

&

V

 

"
E
c
o
n
o
m
i
c
s

 

:

a

nft,

■ 

- 

* 

- 

.

.I 

■ 
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• 

-

e>
わ
が
国
主
要
産
業
に
お
け
る
部
門
内
諸
資
本
の
生
産
規
模
L

費
用
格
差
構
成
：

:

: 

さ
て
い
よ
い
よ
本
稿
の
課
題
.

で
あ
る
わ
が
国
寡
占
産
業
に
お
け
る
部
門
内
諸
資
本
の
生
産
規
模
n

費
用
格
差
構
成
の
実
籠
を
明
ら
か
に
す
る
段 

階
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
研
究
は
、
周
知
の
と
お
り
、
資
料
上
の
制
約
に
よ
0
て

き

わ

め

て

困

難

'で

あ

る

0,

わ
れ
わ
'

が
分
昕
対 

象
と
す
る
ニ
五
産
業
の
う
ち
生
産
規
模
と
コ
ス
ト
と
の
関
連
に
つ
い
て
叫
ぬ
満
足
の
.で
ぎ
る
内
容
が
展
.開
で
き
た
の
は
、
鉄
鋼
、
ア
ル
ミ
ニ
ュ 

I

ム
、
自
動
車
、
合
成
繊
維
お
よ
び
•石
油
精
製
の
わ
ず
か
五
産
業
で
あ
る
。
こ
の
五
産
業
.の
コ
f

格
差
は
、
"
い
わ
ゆ
る「

技
術
的
土
規
模
の
経 

済
性」

を
指
標
に
し
て
、
こ
れ
に
わ
が
国
主
要
企
業
の
工
場
別
生
産
規
模
を
照
し
合
せ
て
、
企
.業
の
コ
ス
ト
水
準
を
導
き
出
す
と
い
う
方
法
で
明 

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

.

.

.
 

. 

 ̂

.

•

+

-

.

.

-

 

こ

の「

技
術
的
な
規
模
の
経
済
性」

：
と
は
、
賃
金
原
料
価
格
お
よ
び
資
本
価
格=

利
子
な
.
ど
の
，変
数
を
一
定
に
し
て
、
全

く

技

術

的

な

意

味

で

の

「

規
模
の 

経
済
性」

を
工
学
的
に
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の「
技
術
的
な
義
の
経
済
性」

を
指
標
に
し
て
、
こ
れ
に
わ
が
讓
産
業
内
諸
資
本
の
生
産
K

模
を
摄 

し
合
せ
て
、
諸
資
本
の
生
産
す
る
商
品
の
コ
ス
ト
水
準
を
.

導
き
出
す
と
い
う
方
法
は
、
次
の
よ
う
な
意
味
で
，一
応
正
し
い
方
法
で
あ
る
と
思

わ

れ

る

。

そ
，，

太 

「

生
産
要
素」

が
ー
I

さ

れ

て

い

今

，か
ら
、
各
国
間
、
各
企
業
間
で
、

「

生
産
要
素」

に
変
動
が
あ
っ
て
も
、
全
く
技
術
的
な
意
味
で
の
コ
ス
ト
水
準
が
測 

定
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
各
企
業
の
コ
ス
ト
水
準
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
企
業
の
生
産
す
る
麗
品
の
コ

ス

ト

の正
し
い 

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
は
令
い
。
し
か
し
、
こ
の
諸
製
品
ご
と
の
コ
ス
ト
の
く
わ
し
い
実
態
は
、
研
究
ゾ
ラ
ン
£

(

前
稿
ー一

三
頁
参
照)

で
明
ら
か 

に
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
各
企
業
の
コ
ス
ト
水
準
が
明
ら
か
に
.さ
れ
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
と
思

わ

れ

る。C

以

下

の

六

囊

は

，「

技
術
的
な
義
の
経
済
性」

に
関
す
る
研
究
•
資
料
が
入
手
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
生
産
規
f

コ

ス

ト
と
の
関
係
に 

つ
い
て
入
手
し
う
る
研
究•

資
料
か
ら
生
産
規
模=

費
用
格
差
の
実
態
を
一
応
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
尤
十
分
な
研
究 

で
は
な
い
。
こ
の
産
業
は
、
自
動
車
タ
イ
ヤ
•
チ
r

ブ
、

セ
メ
ン
ト
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、：
紙
パ
ル
プ
、
.綿
紛
績
お
よ
び
化
学
肥
料
の
六

讓

で
あ

ビ
ー
ル
、
精
糖
、
乳
製
品
お
よ
び
電
気
機
器
の
四
産
業
は
十
分
な
資
料
を
入
手
で
き
な
か
っ
た
の
で
、「

規
模
の
経
済
性」

に
関
す
る
研
究
文 

献
の
指
摘
だ
け
に
と
ど
め
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
'っ
た
。

そ
の
他
の
一
〇
産
業
に
つ
い
て
は
、
こ
の
実
態
を
知
る
研
究
•
資
料
を
入
手
し
え
な
か
っ
た
の
で
、
本
稿
で
は
全
然
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

な
お
本
稿
で
は
わ
が
国
產
業
に
お
け
る
部
門
内
諸
資
本
の
生
産
規
模
費
用
恪
差
の
実
態
は
、
序
説
で
も
の
べ
た
ご
と

く

、

眼
和

三
七

年

を

中

心

に

明
ら 

か
に
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前
と
以
降
の
変
動
•

発
展
の
問
題
は
、
研
究
プ
ラ
ン
の
の
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

.

.

.

.

.

.
 一
.

⑴

鉄
鋼
業

鉄
鋼
生
産
は
次
の
よ
う
な
三
つ
の
主
要
な
生
産
部
門
か
ら
な
る
。
す
な
わ
ち
、.
高
炉
に
よ
る
鉄
鉱
石
か
ら
銑
鉄
へ
の
生
産(

製
銑
部
門)

、
製
鋼 

炉
に
よ
る
銑
鉄
か
ら
鋼
へ
の
生
産(

製
鋼
部
門)

お
よ
び
圧
延
機
に
よ
る
鋼
の
鋼
材
へ
の
生
産(

压
延
部
門)

、
.こ
.

れ
で
あ
る
。
現
在
の
鉄
鋼
業
で 

は
、
こ
れ
ら
の
主
要
三
部
門
が
垂
直
的
に
統
合
さ
れ
て
一
貫
生
産
さ
れ
て
い
.る
が
、

一
貫
工
場
に
は
、
こ
れ
ら
め
生
産
部
門
の
ほ
か
に
コ
ー
ク
ス 

炉
、
鉄
鉱
石
の
焼
結
工
場
、
.酸
素
製
造
工
場
お
よ
び
発
電
所
な
ど
の
附
属
部
門
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
部
門
の「

技
術
的
な
規
模
の
経
済
性」

を 

す
べ
て
の
ベ
る
わ
け
.に
は
ゆ
か
な
い
の
で
、.
こ

こ

で

は

主

要

三

部

門

と

.
一
貫
工
場
の
そ
れ
を
の
べ
て

お
き
た
い
。

.

ま
ず
製
銑
部
門
を
み
る
と
、
高
炉
は
過
去
数
十
年
間
に
漸
次
的
に
大
型
化
さ
.

れ
、
現
在
で
は
日
産
一
一
千〜

三
千
ト
ン
高
炉
が
普
通
に
な
っ
て
い 

る
。
今
後
十
年
間
に
高
炉
は
日
産
四
^-

〜

五
千
ト
ン
規
模
.

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
，わ
れ
て
い
f

)

'°

こ
の
よ
う
な
高
炉
の
大
型
化
は
、
送
風
技
術
の 

改
良
、

コ
ー
ク
ス
比
の
改
良
お
よ
び
鉄
鉱
石
の
焼
結
等
の
原
料
混
入
技
術
の
改
良
な
ど
の
技
術
の
発
展
に
よ
ら
て
実
現
さ
れ
た
も
の
.

で
あ
る
が
、

'; 

な
に
よ
り
も
高
炉
の
大
型
化
に
よ
っ
て
高
炉
建
設
投
資
に
お
け
る「

規
模
.

の
経
済
性」

：
=

固
定
的
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
を
享
受
で
き
る
か
ら 

で
あ
る
。
銑
鉄
を
年
間
一
〇
〇
万
ト
ン
生
産
す
る
：エ
場
の
ト
ン
当
り
資
本
費
は
、
同
ー
0

万
ト
>

生
産
す
る
エ
.

場
よ
り
尨
約
四
八
％
も
節
約
で
き 

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
；

n

 

. 

' 

一
二
三

(

七
九
五)



壽

120,00Q〜 350,000 

350,000.〜 5Q0,000 

500,000~ 800,000 

1,250,000 〜2,500,000

C，Pratten and R. M. Dean, ibid., pp.75-76 兀資料は W. F. Cartwright and M. P. 
Dowding “The Effect of Plant Design and Layout on Capital and Operating Casts'*
(J. Iron St. Inst., January, 1958).

第 7 表一貫工場における各工程別生産規模とコストとの関係 

(年産250,000を 10 0としたコスト指数）

年 産 ト ン 100,000 250,000 500,000 1,000,000 2,000,000 4,000,000

高 炉 120 100 94 89 85 82
製 銷 炉 125 100 90 82 78 75
最 終 過 程 137 100 82 68 56 47
全 総 計 128 100 89 79 72 67

生 産 能 力  

(100万トン）
0 , 0.2 0.5 1 1.5

コ ス ト 指 数

(2 0 万トン/ 年= 100)
107

100 79 70 65

C. Pratten and R. M. Dean, ibid., p. 70.
第 6 表板圧延工場の型と費用との関係 

一次製品の年トン当り資本投下（JE)

産 出 高 （トン/ 年産)

I 場 厚 板 熱 延 薄 板 冷 延 薄 扳 ブリキ板

一 型 ェ 場 65 61.5 85.0 130

ニ 型 X 場 43.8 52.8 84.0 117

三 型 X m 33.3 39.3 53.0 86
四 型 X 場 15.4 16.4 30.0 43.5

ェ 場 の _ _ 型

一 型 X 場 ス テ ツ ケ ル • ホツ h • ス ト リ ッ プ • ミ ル と逆転 * コ ー ル ド .ミ ル

ニ 型 . ェ 場 半連続ホット , ス b リ ッ プ . ミ ル と 逆 転 • コ 一 ル ド • ミル

ご 型 ェ 場 半連続ホット •ス h リ ッ プ * ミ ル と タ ム デ ム • コ ー ル ド • ミル

四 型 ェ 場 連続ホット•スト y ツ プ • ミル ^ :タ ム デ ム • コ ー ル ド •ミ ル

資本费用を含むト'ノ当り総费用( £ ) (力ッコ内一型工場を100とした指数)

ェ 場 厚 板 熱 延 薄 板 冷 延 溥 板 ブ リキ板

型 ェ 場 14.3 (100) 14.0 (100) .24.7 (100) 33.7 (100)

ニ 型 ェ 場 12.2 (85) 11.9 (85) 21.5 (87) 30.0 (89)
型 ェ 場 11.0 (77) 10.5 (75) 15.8 (64) 24.2 (72)

四 型 ェ 場 6.9 (48) 7.7 (55) 12.7 (51) 17.2 (51)

第 5 表平炉における生産規模と原料費をのぞくトン当りコストとの関係

C. Pratten and R. M. Dean, ibid., p. 80.

ニ
ー
五

(

七
九
七)

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
«

第 3 表銑鉄の生産規模と原料をのぞくトン当りコストとの関係

年 産 能 力  

(100万トン）
0.1 0.2 0.5 1 1.5

コ ス ト 指 数

(20万トン/ 年= 100)
131 100 71 58 52

C. Pratten and H. M. Dean, ibid., p. 67.
. . . .  V .-

第 4 表 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 各 種 製 銅 法 の 製 造 原 価 （平炉锅原価を100とする）

年 間 能 力  
(100万トン）

物

練
..本

入 费

i't

费

製 造 原 価 （合計）

平 _ 炉

0.5

71.8

20.1

a i l

100

1.0

74.1

i i

75.057.0

100

1.5

馏 気 炉

0.5

20.1 

丨4.9
100

27.2

7.3

91.5

1.0
58.9

25,8

5.4

90.1

■ 5

59.4

25.3

4.8

89.5

ト ー マ ス

転 炉

0.5

75.8

11.4

5.0

92.2

1.0
78.0

11.6

3.7

79.068.8

1.5

カルド炉

0.5

11.3

3.3

71.172.0

13.4

6.8
i93.393.6,89.4

1.0

13.7

5.0

89.

1.5

13.5

8|90.0

0.5

78.8

11.0

81.0

4.5 5.1 

94.9

1.0

3.9

1.5

L D -A C  
転 _ —炉0.5

267. 

10.910.511.8

3.5 5.6

1.0

69r6

11.7

4.2

95.896.2:84.585.5

L5
70.4

11.4 

3.9

85.7

E E C 第25回鉄親委員会報告雀部高雄「製鉄技術における国際競争力の比較j (r鉄锅界j 1963年4月号 

P -1 9 )より転用，

三

四

(

七
九
六)

(

2

)

 

. 

.

一
る
と
い

わ

れ
て
い
る
。
.
大

型

高

炉

に
よ
る
労
務
費
節
釣
も
大
き
く
、
年
産
一 

〇
〇
万
ト
ゾ

工
場
の
労
務
費
は
..
"

同
.

」

0

万
ト
ゾ

工
場
よ
り
も
約
四
〇
％
節 

約
で
'き
る
。
.こ
の
よ
う
な
種
々
の「

規
模
の
経
済
性」

の
結
果
、
原
料
を
含 

ま
な
い
銑
鉄
ト
ン
当
り
コ
ス
ト
は
、
第
3

表
の
よ
う
に
、
生
産
規
模
の
拡
大 

と
.

と
も
に
著
し
く
低
下
す
る
。

次
に
製
鋼
部
門
を
み
る
と
、
製
鋼
法
に
は
い
く
つ
か
の
方
法
が
あ
る
。
各 

製
鋼
法
の
経
済
的
優
位
性
は
、
裏
鋼
費
の
う
ぢ
装
入
物
費
が
圧
倒
的
に
高
い 

比
率
を
占
め
る
の
で(

第
4
表)

、
お
も
に
装
入
物(

溶
錄
、
冷
鉄
、
屑
鉄)

の 

相
対
価
格
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
し
か
し
原
料
費
を
除
け
ば
、そ
れ
は
使
用
さ_e 

る
製
鋼
法
そ
れ
自
身
の
性
能
と
そ
の「

規
模
の
経
済
性」

に
よ
っ
て

決

ま

る

。 

第
4

表
に
よ
れ
ば
、
年
産
一
五
〇
万
ト
ン
の
各
種
製
鋼
法
の
製
造
原
価
は
、
 

平
炉
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
L

.

D炉
九
六
、
ト
ー
マ
ス
転
炉
九
四
、
ヵ
ル 

ド
炉
九
0

電
實
炉
'̂0

、

L

 

. 
D

l

 

A

，

c

転
炉
A

六
と
な
っ
て
、
現
在 

L

.

D
—

A'
r

c
転
炉
が
最
も
効
率
が
高
い
。
各
製
鋼
法
の「

技
術
的
な
規 

模
の
経
済
性」

の
実
数
値
を
知
り
た
い
が(

第
4

表
は
ョ
ーa

ッ
パ
の
実
際
数 

値
で
工
学
的
测
定
値
で
は
な
い)

、
平
炉
だ
け
し
か
入
手
し
え
な
い
の
で
、
こ
れ 

を
み
る
と
第
5

表
の
と
お
り
、
か
な
り
大
き
い「

規
模
の
経
済
性」

が
あ
る
。
 

压
延
部
門
に
お
け
る「
技
術
的
な
規
模
の
経
済
性」

を
調
査
研
究
し
た
資



k > to >-• i-» in

浮 ： 1  ' o i  CO 蹿 
8  8  8  8 c -

^ ^ ?5U
cn co R f
O  Q  O  
O  O  O  c+

CO CO t o  113
茚 v  ニ o  m 

8  8  §  c

斡翁斜辑 
0  II! U i

…  '傾

1
5
0
X
6

 

1
5
0
X
2

l~* H-»

齡
、~

%

P

I

、
r 

a

i

、
u

i 
、
て

■0
0

け

2
,
7
7
4
,

 

i

3
、 

§

,

i 

5
,

4

8

, 

0

8

7
2
0
,

 

§

4
、
6
2
0
,

8

0

5
、

奚

 

o
o
d

 

1,28,000

2
0
0
X
7 

6
0
X
2

<Ti

i— 1 oi <j> co »-• I-* »_1 »~*ド

6
0
x
2

7

0

X

1
1
3
0
X
2

D.
.
3
+

m .

s

 一

6

 (

丨
阁)

一

6

 (

I
 
阁

) 

4

n
掛

) 

5
(

丨

阁

) 

1

6
(
一
®
)

.

.

,.7
2
.
0
0
各

拼

陳

-t

4

6

0

0

8
 

5

0

0

8
 

§

1,

S
0
,
0
0
0

1
,
5
0
0
,

8

0
 

1
,
1
6
0
,
0
0
0

2
,
7
4
2
,

0

8

9
6
0
0
0
0

 

2
,
4
0
0
,
0
0
0

1,

1

,

0
0
0

5
0
4
,

 

§

 

9
6
,
0
0
0

7
2
0
,

 

i

2
4
0
,
_

 

4
8
,

 

§

〔

潜
B
 

斡
丨
斟
策

越
||
1

斟
爷

0

 

B

-a

贷
0

喵m

溶

、 铒

I m

、 Sf

S
S
. 

0
S
0

书
阁
雜
抖
{V
5
E 

0

m m  

日

m

^

0

け

〔7
3
0
,
0
0
0

 

7
6
.
0
,
0
8

 

8
9
0
,
0
0
0

2
,
300
0

0

0

0

3
,
0
2
5
,

0
0
0

1,

s
o
o
o
o 

1,

00
8
, 

000

3
,
6
0
0
,

8

0

l
,
s
,

 

0
0
0

fl
5
c 

爷g

n

鹿

S

S

M-
逮

溶 幣

擦

a s

亡

鞣

>f

画
v

;

7:-
7

-

pv.

' I
 

了、
r

w

.
•
、、
.

頃
'
.
.

>1h

 

y

 

y

H

-f
l

-
ê
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わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
⑵ 

.

一
二
七

.(

七J
r̂
r
J)，



, 

一
二
八(

八
〇
〇)

积
は
ほ
と
ん
ど
.な
'

が
.
最
近
.
.圧
延
荀
門
の
主
力
に
な
り
つ
つ
.あ
る
ス
ト
.リ
ッ
プ
.
ミ
ル
関
係
.に

つ

い

て

調

查

し

た

力

-
-
r

ラ
イ
ト
と
ド
オ
デ
イ
ン

ダ
の
研
究
が
.そ
の
一
応
の
目
安
と
し
て
使
え
る
の
で
、
.こ
れ
，を

み

る

と

、
第6
表
ど
お
り
、
圧
延
機
の
大
型
化
•
連
続
化
•
自
動
化
に
よ
る
コ
ス 

ト

低
下
は
顕
著
で
あ
る
0 

■ 

•

最
後
に
一
貫
工
場
のr

技
術
的
な
規
模
の
経
済
性」

を
み
る
と
、
第
7

表
、ど
お
り
、
各
部
門
.に
お
け
る
.「

規
模
の
経
済
性」

を
反
映
し
て
か
な 

り
顕
著
な
コ
ス
ト
低
下
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
一
貫
工
場
は
、
再
熱
費
の
節
約
、

コ
ー
ク
ス
炉
、
■高
炉
、
製
鋼
炉
な
ど
の
廃
ガ
ス
•
熱
の
再 

利
用
、
運
搬
費
め
節
約
お
よ
び
屑
鉄
の
再
利
用
な
ど
に
よ
っ
て
ー
貫
エ
場
独
自
の
経
済
性
を
享
受
で
き
る
:*

一
貫
工
場
は
こ
の
よ
ぅ
な
種
々
の
経
済
性
に
よ
っ
て
、
近
年
ま
す
ま
す
大
型
化
さ
れ
、
世
界
的
に
は
粗
鋼
年
産ニ

..

五
〇〜

四
〇
〇
万
ト
ン
規
模 

が
平
均
規
模
に
な
っ
て
お
り
、
最
近
で
は
同
五
〇
〇〜

一
、
〇
〇
〇
万
ト
ン
の
工
場
が
各
国
で
.続
々
建
設
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。
J

.

.

S •
ベ
イ 

ン
が一

九
五
ニ
年
に
一
貫
！

H

場

の

「

最
適
規
模」

を
同
'
.一
〇
〇〜

ニ
五
〇
方
ト
ン
と
み(

た)

の
に
比
較
し
て
、
わ
ず
か
数
年
間
.で

「

最
適
規
模」

は 

著
し
く
大
き
く
な
っ
.た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
ぅ
な
鉄
鋼
生
産
に
お
け
る「

技
術
的
な
規
模
の
経
済
性」

に
わ
が
国
主
要
企
業
の
工
場
単
位
の
生
産
規
模
を
照
ら
し
合
せ
て
、
 

各
企
業
の
.
コ
ス
ト
水
準
を
推
！！̂
し
て
み
た
い
。
な
お
こ
こ
で
は
寡
占
的
大
資
本=

銑
鋼
一
貫
六
社
の
み
を
考
察
す
る
。
.第
8

表
は
、
わ
が
国 

一
K
. 

六
社
の
主
力
工
場
の
設
備
状
況
で
あ
る
。
各
工
場
.の
年
産
能
力
を
み
る
と
、
製
銑
で
は
、
川
崎
製
鉄
千
葉
工
場
の
二
八
〇
万
ト
ン
を
ト
ッ
プ
に
八 

幡
製
鉄
、
住
友
金
属
、.
富
士
製
鉄
、
神
S

鋼

所
お
よ
び
日
本
響Q
順
と
な
っ
て

、

一
5

S

Q
主
力H

隱

に

は

隹

り

大

き

な

塞

規

模
 

格
差
が
あ
る
。
製
鋼
で
も
川
崎
製
鉄
千
葉
エ
場
が
三
/̂
\

〇
万
ト
ン
で
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
続
い
て
八
幡
製
鉄
、
富
士
製
鉄
、
住
友
金
属
、
日
本
鋼 

管
利
戸
製
鋼
所
の
順
に
な
っ
て
、
こ
こ
で
も
主
力
工
場
間
に
か
な
り
大
き
な
生
産
規
模
格
差
が
あ
る
。
最

後

に「

規
模
の
経
済
性」

が
最
も
顕 

著
な
圧
延
部
pi(

第
7
表
参
照)

の
ス
ト
リ
ッ
プ
ノ
ミ
ル
エ
場
を
み
る
と
、
熱

延
•
冷
延
合
計
で
、
川
崎
製
鉄
千
葉
工
場
が
六
五
四
万

ト

ン
、

八 

幡
製
鉄
戸
畑
工
場
が
五
二
七
万
ト
ン
、
住
友
金
属
和
歌
山
工
場
が
三
.一
八
万
ト
ン
、
富
士
製
鉄
広
畑
工
場
が
ニ
〇
四
万
ト
ン
、
.日
本
鋼
管
水
江
ェ

場
が
一
.
七
七
万
ト
ン
と
、
.最
上
位
と
最
下
位
に
は
約
三
倍
の
開
き
が
あ
る
。
'

以
上
の
生
産
規
模
格
差
か
ら
先
.

の

「

技
術
的
な
規
模
の
経
済
性」

に
照
し
合
せ
て
コ
ス
ト
格
差
を
.推

定

し

て
み
る
と
、
粗
鋼
生
産
マ
ー
ヶ
ッ
ト 

シ
-ェ
ア
で
は
第
.

四
位
'

に
あ
る
川
崎
製
鉄
は
コ
ス
ト
面
で
の
競
争
力
に
.お
い
：て
最
上
位
.：
に
あ
る
.
'と
い
え
る
。：

粗
鋼
生
産
：マ' 
丨
ヶ
ッ
.

ト
シ
.H

ア
で
は
最 

上
位
に
あ
る
八

幡

、
.同
一
一
位
に
あ
る
富

士

製

鉄

：は
.

、
主
力
工
場
の
生
産
規
搀

=

コ.
ス
.ト
水
準
で
み
る
か
，ぎ

り

、

川

崎

製

鉄

の

下

位

に

.

あ
.

る
。

旺
盛 

な
設
備
投
資
を
続
け
て
来
た
.

住
友
金
属
は
そ
の
次
に
'

ラ
ン
'

ク
さ
れ
る
。
粗
鋼
生
產
マ
ー
ヶ
ッ

ト

シ

H

テ

で

第

三

位

：に
；あ
.
.る
日
本
鋼
管
は
、
鋼
管
製 

造

を

無

視

，し
，て

ス

ト

リ

ッ

プ

.

.

ミ
ル
，
を.中
心
#

み
る
•と
他

の

一
貫
全
体
に
：
比
.

ベ
て
.

生
.

産
ガ
は
か
な
り
劣
位
に
'

あ

る

。
，：

こ
の
よ
，ぅ

な
一
貫
六
社
間
の
生
産
規
模
"
費
用
格
差
が
設
備
投
資
競
争
の
基
礎
に
な
っ
て
い

る

と

み

て.
よ
い

だ
：ろ

ぅ

。
：
す
な
.

わ
.
ち

、
生
産
規
模 

=

コ
ス
ト
水
準
で
.

か
，な
り
劣
位
に
.あ
る
日
本
鋼
管
が
福
山
に
一
挙
に
粗
鋼
年
産
八
〇
〇
万
規
模
の
巨
大
•

最

新

鋭

：一
貫
エ
.

場
を
建
設
_

し
、
八
幡
製 

鉄
が
堺
と
千
葉
君
津
に
大
規
模
な
一
貫
エ
場
を
建
設
し
は
じ
め
、
富
士
製
鉄
が
広
畑
エ
場
と
東
海
製
鉄
を
拡
大
し
は
じ
.

め
た
の
は
、
.こ
の
生
産
規 

模

=

コ
ス
ト
水
準
の
劣
位
を
挽
回
し
て
、

マ
ー
.ヶ
ッ
ト
シ
ェ
ア
を
維
持
し
よ
ぅ
と
す
る
.

競
争
の
現
わ
れ
で
あ
る
.。

ン 

_ 

以
上
で
追
求
さ
れ
た
生
産
規
模
卩
コ
ス
ト
格
差
、：.
生
産
力
競
争
お
よ
び「

最
適
規

模」

は
、
後

の

集

中

度

の

変

動

..や

細

格

決

定

運

動

お

よ

び 

「

参
入
障
壁」

の
分
析
に
重
要
な
示
唆
と
.な
る
は
ず
で
あ
る
。
 

-

.

.

. 

:
;

,

0

 

_

動

車

(

乗
用
球)

自
動
車
生
産
に
お
け
る
：

「

規
模
の
経
済
性」

，に
関
し
て
は
、

周
知
の
と
お
り
、

マ
ク
.

シ
ー
と
シ
ル
V

ハ
ー
ス
.

ト

ン

の

C
=
K
N
^
:
C
C

は

n
.

ス 

ト
"

N

は
生
産
量
、
K

は
常
数〕

.

と
い
う
.

有
名
な
.コ
ス
ト
V

ス
ケ
ー
ル
.

力
|

ブ
が
描
か
れ
て
:̂

る
：(

第
1

図
参
照
.

>
。：

こ

れ

：
は
.、

自

動

車

生

産

台

数 

が
年
産
一
千
台
か
ら
五
万
台
に
増
加
す
る
と
自
動
車
一
：台
当
り
原
価
が
四
〇
％
程
度
低
下
し
、
':
T

Q

万
台
に
な
る
と
さ
ら
に
約

f

五
％
低
下
し
、

ニ
〇
万
台
に
な
る
と
さ
ら
に
約
一
〇
％
低
下
す
る
と
い
ぅ
も
の
‘で
あ
る
。
そ
し
て
自
動
車
生
産
の「

最
小
最
適
規
模」

•(「

最
適
規
模」

の
最
低
限
界

) 

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈡

 

ニ
ー
九

(

八
〇
一，)



第 1 図 マ ク シ ー = シルバーストンの自動审生逵の  
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図生産規模の拡大にとも 

: 変化の模型図
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3

ス

r

三
〇 

'

(

八
.

〇
ニ■)

■が
月
藤
一
方
台
で
あ
'̂

と
•い
う

%•
の
で
あ 

る
。
.
/

;.
:■

'

.

と
こ
ろ
で
と
の
よ
う
な
著
し
い
.

「

規
模 

.

の
経
済
性
’1-
.

は
、

い
か
な
'る
要
因
に
よ
る 

の
で
あ
ろ
う
力
。
こ
れ
を
自
動
車
生
産
の 

主
要
部
門
別
に
み
て
ゆ
き
た
い
。

.

.

第
一
に
、
，エ
ン
ジ
ン
等
の
機
械
部
門
で 

は
、
生
産
規
模
の
：段
階
に
応
じ
て
選
択
さ 

れ
る
生
産
技
術
が
高
度
化
す
る
の
で
あ
つ 

て
、
第
2

図
ど
.

お
り
、
約
月
産
.

一.一
千
台
ま 

で
は
一
合
単
位
の
生
産
に
よ
る
バ
ッ
チ
• 

プ
ロ
セ
ス
が
採
用
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上

に
な
る
と

専
用
機
に
よ
る
流
れ
作
業
生
産
体
系
が
採
用
さ
れ
、
約
月
産
五
千
台
以
上
に
な
る
と

ト
ラ
ン
'

ス
フ
ァ
ー•

マ
シ
ン

に

よ

る
オ
ー
ト
マ

チ

(
6)

ッ
ク
な
流
れ
作
業
体
系
が
採
用
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
、る
。

つ
ま
り
：、
こ
こ
で
は
生
産
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
、
バ
ッ
チ
•
プ

「

ロ
セ
スー

>

ラ

イ

ン

_
，
プ
ロ
セ
ス
.、
し
か
も
使
用
さ
れ
る
機
械
の
汎
用
機
の
ラ

イ

ン

配

置

汎
用
機
の
専
用
化

—

専
用
機
の
ラ
イ
ン
配
置
4

ト
ラ
ン

(

7

)

ス
フ
ァ
ー
.

マ
シ
ン
に
よ
る
オ
ー
ト
.マ
チ
ッ
ク
な
ラ
イ

ン
形
成
と
い
ぅ
ふ
ぅ
に
生
産
技
術
が
高
度
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
ら
て
こ
こ
で
の 

「

規
模
の
経
済
性」

，は
ま
さ
に
生
産
技
術
格
差
に
よ
る
の
で
あ
る
。

：

■

第
二
に
、
プ
レ
ス
部
門
を
み
る
と
.

、「

ア
，メ
リ
力
の
各

自

動

車

メ

ー

カー
や
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ノ
ー
の
よ
う
に
、
完
全
に
量
産
体
制
が
確
立
し
て

い
る
.場
合
に
.は
、
プ
.レ
ス
機
械
が
数
十
台
タ
ム
デ
ム
配
置
さ
れ
、

エ
ア
I

シ
ユ
ー：

タ
I

、
ノ
ッ
ク
ア
ゥ
ト
、
ア
イ
マ
ン
ハ
シ
ド
で
自
边
妁
こ
プ
レ 

.ス
部
品
の
挿
•入
が
行
わ
れ
、
.ま
た
プ
レ
ス
間
を
コ
ン
べ
ア

で
連
続
し
、
完
全
な
流
れ
生
産
体
系
の
中
に
入
っ
て
い(

M

l_
°

.こ

の

よ

う

にプ
レ
ス
部
門 

で
も
生
産
の
自
動
化
、
迹
続
化
が
時
間
と
労
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
の
で
あ
る(

そ
の
数
値
は
不
明)

。

第
三
に
、
取
付
部
品
部
門
.は
、
外
注
下
請
に
.出
さ
れ
る
部
門
で
あ
っ

て

、
罾
注
者
•
ぃ
ゾ
ャ
ー
シ
ー

メ

ー
ヵ
ー
の
量

産

化
が
外
注
下

請

部

門

にお 

.け

る

生

産

力

的

向

上

：を

促

進

す

る

.の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
た「

下
請
制」

に
お
け
る
不
等
価
交
換
が
親
企
業
の
コ
ス
ト
低
下
に
大
き
な
作
用
を 

も
.つ
が
、
こ
れ
は
本
題
で
は
な
.い
の
で
、
.こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。

.

.

/
最

後

に

、
.組

立

部

門

を
み
る
と
、

.

.

.一
車
種
一
：
万
台
の
#

ル

の

複

数
ラ
イ
ン
を
形

成

す
る
こ
と
が
、
■組
立
コ
ス
ト
低
下
の
理
想
と
さ
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
こ
の
規
模
に
至
ら
.な
い
場
合
に
.は
、
.

複
数
車
種
の
ラ
イ
ン
の
.

共
通
使
用
'

に
よ
る
共
通
生
產
費
の
節
約
が
お
こ
な
わ
れ
る(

=
「

多
数
製
品
エ 

場Q

経
済
性」)

。
 

' 

■ 

. 

.

.
さ
て
、.
以
上
.に
よ
っ
て
も
わ
.か
る
と
.お
め
、
.

：

わ
.が
国
自
動
車
諸
企
業
.の
コ
ス
ト
格
差
を
明
ら
が
に
.す
.る
た
め
に
.

は
生
産
規
模
と
工
場
技
術
体
系 

.の
：両
侧
面
か
ら
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
者■:

に
'
つ
い
.て
.の
資
料
を
入
手
し
え
な
い
の
で
、
生
産
規
模
か
ら
推
定
し
て
み
よ
う
。
わ
が
国
主
要
自
動 

il
i

メ
ー
.ガ
'丨
'の

昭

和

三

七

年

下

期

：の

小

型

乗

用

車

.の
月
平
均
生
産
台
数
は
、
，日
産
が
■六
、
九
五
五
台
、
.ト
ョ
タ
が
六
'

六
ニ
四
台
、
東
洋
工
業
が 

.
'三
、

」

〇
五
四
台
、
日
野
が
ニ
、
0

四
〇
台
：、

.

い
す
^

が

：.

(

小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
含
め
.て)

ニ
、
.八
〇
f
台
で
ぁ
る(「

有
価
証
券
報
告
書」

よ
り)

。
す
で
に 

み
た
よ
.う
に
、.
.ニ
^-〜

三
千
台
の
ロ

ッ
卜

で
'パ
ッ
チ
•

ゾ
ス
テ
ム
か

ら

流
れ
作
業
..へ
、

つ
い
で
専
用
機
に
よ
る
流
れ
体
系
へ
、

五
千
台
程
度
の
.規 

模
で
^

ラ
シ
ス
ラ
ァ
ー
ゾ
マ
シ
ン
が
導
入
さ
れ
る
が
ら
、
ト
ョ
タ
、.
日
産
.の
約
六
千
台
、
東
洋
.工
業
の
約
三
千
台
、
.日
野
.、
い
.す

乂

の

約

，
ニ

千

台
 

規
模
の
生
産
に
.は
、
ま
ず
技
術
格
差
が
存
在
す
.る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
技
術
格
差
に
も
と
づ
い
て
、

コ
ス
ト
格
差
も
明
瞭
で
あ 

ろ
う
。

マ
ク
シ
ー=

シ
ル
バ
ー
ス
ト
ン
の
コ
ス
ト
•

ス

ヶ

ー

ル

.
力

ー

ブ

に

よ

れ

ば

年

産
一
千
台
か
ら
五
万
台
ま
で
の
コ
ス
ト
低
下
は
急
激
で
あ 

る
か
ら
、
日
産
、
ト
ョ
タ
の
寡
占
大
企
業
と
そ
れ
に
つ
.づ
く
東
洋
工
業
と
そ
れ
以
下
の
日
野
、
い
す
^
と
の
間
の
コ
ス
ト
格
差
は
か
な
り
大
き
い 

わ
が
国
主
要
媒
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
⑵ 

一
三 

一

f

'

o三)
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と
い
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て
間
違
い
な
い
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，
一
⑶

ぺ

合

成

繊

維

：

(

9

)

.

合
成
繊
維
は
，
石
油
、.
.

石
炭
、
天
然
ガ
ス
を
原
料
と
.

す
る
ェ
-

チ
レ
ン
：
、7:
セ•
'
チ
レ
ン
：、

べ
シ
.

ゼ
-

ン
、，
：
キ

シ'レ

，
ン
な
ど
へ
の
，
基

礎

化

合

物

(

低

分

子 

ま
た
は
モ
.

ノ
マ
ー)

を
ポ
リ
マ
.

I

•

に
製
造
す
る
重
合
工
程
を
経
て
，
そ
れ
を
‘

紛
糸
、
後
処
理
し
'

て

生

産

：
さ

：れ

る

：

0

-

基
礎
化
合
物
モ
ノ
マー

は
召
油
^

 

学

H

業
で
生
産
さ
れ
で
•

い
.

る
の
で
、.
.
•：
合

成

繊

維

産

業

は

：モ

>

.

:

r

!

か
ら
ポ
.
U
.
:
.マ
丨
.

へ
の
重
合
エ
程
と
.

そ
.
.の
後
の
紡
糸
ェ
程
を
含
む
の
で
あ
る
。

モ 

ノ
マ
I

か
ら
ポ
リ
マ
ー
.

を

製

造

す

る

畫

ロ

エ

：程

は

、

：.
:

合

成

材

料

工

業.-(

'

合
成
繊
維
、
プ
ラ
ス
チ
.

ッ
：ク
、.
合
成
-

ゴ
ム
.
>

.

に
共
.

通
の
エ
：程
で
あ
っ
て
、
同
一 

物
質
を
紡
糸
工
程
で
細
長
く
引
き
の
.

ば

せ
ば
：繊
維
に
.

、
.

フ
イ
'

ル
：ム
や
成
形
品
に
す
れ
ば
プ
ラ
.

ス'
チ
、ッ
ク
に
な
る
.

。
そ
.

れ
ゆ
え
、
合
成
繊
維
は
、
基
. 

礎
モ
ノ
マ
ー
の
名
称
に
重
合
化
の
接
頭
辞
一
ポ
リ」
を
付
：.け
、.
.
.そ
.

れ
に
：繊

維

を

付

け

て

呼

ば

れ

る

.

。.
現

在

工

業

化

さ

れ

：て
い
る
合
成
繊
維
は
約
一 

〇
種
類
あ
.
.る
が
、
大
量
生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ポ
リ
ア
ミ
ド
繊
維

(

ナ

イ

ロ

ン

)

、
'
ポ

リ

ビ

ニ
ル

ボ

ル
マ

ー

ル

繊

維9

ニ 

ロ

ン)

、
ポ

リ

ェ

ス

テ
 

ル
繊
維

(

テ
ト
デ
ン〔

東
レ
、
帝
人〕

、
ェ
：ス
テ
'

ル〔

日
レ
、
倉
レ
：
東
洋
鹤
：

)

>

■

和
よ
び
ポ
リ
.ア
.
ク

リ
ル
繊
維
■(

力
シ
ミ
ロ
ン〔

旭
化
成〕

、

-
,

ク
ス
ラ
ン 

〔

日

本H

タ
ス
.

ラ
ン〕

、
.•ボ

ン

ネ

ル

〔

三
菱
ボ
シ
ネ
ル〕

、
'
カ
ネ
カ
ロ
ン
.

〔
鐘
淵
化
学〕

、
.ベ
.

ス
ロ
シ〔

東
邦
べ
.ス
ロ
ン
，

〕

、
ト
レ
.

ロ'
ン〔

東
レ
.〕

)

' 

で
あ
り
、

こ
れ

が
合
成
繊
維
の
四
大
商
品
で
あ
.る
。
ポ
リ
プ
ロ
、ピ
レ
ン
繊
維(

パ
イ
レ
ン〔
東
レ
、
三
菱
レ
、
東
洋
紡〕

)

も
最
近
工
業
化
さ
れ
、
将
来
大
量
生
産
化 

が
約
朿
さ
れ
て
い
る
商
品
で
あ
る
°

' 

: 

合
成
繊
維
產
業
は
>
:載
合
、
_紡
糸
が
化
学
反
応
.で
あ
る
'た
め
、
他
の
装
置
產
業
と
同
様
に「

規
模
の
経
済
性
.

」

が
犬
ぎ
い
。：
ま
.ず
生
^
能
カ
の 

拡
大
に
比
較
し
て
.設

備

建

設

額

が

遞M

し

(

固
定
的
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約)

、
単
位
当
り
所
要
労
働
者
数
が
少
く
な
る
。
ま
た
原
料
歩
止
ま
り
の 

向
上
、
副
資
材
お
よ
び
燃
料
、
動
力
、
用
水
な
ど
.の
原
単
位
の
向
上
が
加
わ
り
、

コ
ス
ト
が
低
下
す
る(

流
動
的
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約)

。
こ
'の 

結
果
、
ナ
イ
.

ロ
ン
、
ア
ク
リ
ル
、

ビ
ニ
ロ
ン
な
ど
の
コ
.

ス
ト

(

ポ
リ
ェ
ス
テ
ル
は

不
明)

は

、

第
3

図
ど

お

り
、
'

生

產

規

模

の

拡

大

と

と

.も
に
著
し

図合成繊維の規模とコストの関係

 ----- --------------L_ _ I_ I L__L
0 t ) 1 U  15 2U 25 30 35 40 45 50 

■ ! ；：, 生産能力( i / n )
内田S 知 ■合成織維工業j p. 4 3 より転用。

第 9 表 合 成 織 錐

ナイロン（2 社） ポリエステル（3 社）

(東洋レーョV) (東洋レー与ン）

ナイロン糸日産/トン 商品名テト6 ン

h l , _ 工場 13.7 A .テトロン糸日産/トン

2. 薆知エ埃 52.8 1 . 三岛±場 18.3
3. 向崎工場 39.3 B .テトロシステ — プル

B - ナ イ ロ ン ス テ 一 プル 1. 三島i 場 41,8
1， 名 'i?T屋 15.0 (帝人）

(H本レイョ ン） 商品名テトb ン

A«ナイロン糸

1.宇治工場
.ハ

33.039 1 . 松山3C場 60.534

ボリナ .クリ > レニトロル

( 9 社）

(旭化成） '

_ 品名力シミ_bン

産，トン 
易土 ±場 23.0

(三菱ボンネル）

'(日本土クスラ.ン）

來洋钫系列

ビニ ロ 7  (3社)

(；&®[レイヨン)

A • ビ ニ  n ン ス テ 一 プ ル

日産/トン 

1 . 岡山：！:場 84.5
B .ピニ p ンフイラメント

1 - 岡 山 工 場 3.0 

( 二手ボー）

尼埼工場 35.788

(日本ビニ白ン）

三菱レ系列

資料： f街価証券報传锃j 昭和37年下期より。
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P

スト，C
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ト：ンを

i

o

p
i-
'
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u
た指数

)

：

,

わ
が
国
主
惡
寡
占
產
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
.

㈡

■r
m

一
一(

八
〇
五)

く

低

下

す-る
。
•こ
れ
に
よ
名
と
日
産1

〇
ト
ン
ま
で
の
生
産
規
模
に
.お
け
.る
〒
ス
ト
低
下
が
.最
も
顕
著
で
、
向
四
〇〜

五
〇
ト
ン
規
模
に
な
る
と 

a
.ス
ト
は
ほ
ぼ
一
定
に
な
る
。

.実
際
.の
わ
が
国
合
成
繊
維
工
場
'は
、
第
.
g
表
ど
お
り
、
罾
»

レ

イ

3

ン
岡
山
；工
場
.の
よ
ぅ
に
ビ
.ニ
ン
ロ
ン
.生
産
.に
.お

い

て

約

八

五

ト

ン

と

い

ぅ

力 

工
場
も
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
.

一

〇〜

五
：〇
ト
ン
0
規
模
に
あ
る
。
ま
た
東
洋
レ
イ
ヨ
ン
が
、
ナ
イ
-

a

ン
お
よ
び
ポ
リ
'
ェ
，ス
テ
ル
生
産
に
お
い 

て
、1

O
〜

五
〇
ト
ン
.規
模
'の
エ
場
に
分
散
化
し
て
い
.る

の

を

：み
て
も.、

こ
.の

表

は

：ー

応

正

し

い

も

，
の

と

悤

わ

れ

る

。

さ
て
、
各
窗
門
に
お
け
る
諸
企
業
の
コ
ス
ト
ボ
準
を
推
定
す
る
と
、
一
一
社
寡
占
め
ナ
イ
PI
,ン .，

で
は
、

マ
：丨
ケ
ッ
ト
シ
ヱ
ア
約
七
四
％

の
東
洋
レ 

イ
ヨ

ン
が
大
規
模
•
多
数
工
場
を
保
有
し
て
、
日
本
レ
イ
ヨ
ン
に
対
し
て
圧
倒
的
優
位
に
あ
る
。
三
社
寡
占
の
ビ
ニ 

ロ
ン
で
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
シ 

ヱ
ア
約
七
三
％

の
倉
敷
レ
イ
ヨ

ン
が
日
産
八
五
ト
ン
の
大
能
カ
エ
場
を
有
し
て
、
業
界
.の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
る
。
三
菱
レ
イ
ヨ
ン

系
列
の
日 

本
ビ
二 

ロ
ン
は
未
だ
f

ス
.卜„

プ
.ラ
ン
ト
段
階
.で
あ
る
0
 

I.

一
社
寡
占
：の
ポ
リ
土
ス
テ
ル
で
は
、
帝
人
が
.日
産
六
〇
ト
ン
，工
場
を
も
つ
の
に
し
て



一.三
四
1(

八
〇
六)

束
レ
は
こ
れ
よ
り
規
模
の
小
さ

い
.日
產
四
.〇
ト
ン
と

同
一
八
ト
ン
の
二
工
場
を
有
し
て
い
る
が
、
、
両
社
の
コ
ス
ト

格
差
は
、

コ
ス
ト
•
ス
ヶ
ー
ル
，
 

-
丨

.

ブ
が
な
い
：の
で
正
確
で
は
.
.な
い
が
、そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
九
社
と
い
う
比
較
的
多
数
企
業
か
ら
な
る
ァ
ク
リ
ル
で
は
、
一
貫 

-
企
業
で
あ
る
旭
化
成(

後
翁)

：'を
0
ぞ
い
て
.は
、
生
産
規
模
が
わ
か
ら
な
い
|の
で
4
-分
'で
は
な
い
；が
、
内
田
星
美
氏
の
資
料(

前
掲
、
二
三
七
頁) 

か
ら
推
定
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
.大
き
い
.格
差
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
.

な
お
、
合
成
繊
維
の
原
料
条
件
で
あ
る
が
、
モ
.ノ
マ
丨
生
産
は
わ
が
国
で
は
総
合
化
学
会
社
に
よ
0
て
担
当
さ
れ
て
い
る
0
.旭
化
成
の
よ
う
に 

菡
礎
化
学
製
品
か
ら
合
成
繊
維
ま
で
を
垂
直
的
に
統
合
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
が
'

お
も
に
©
基
礎
化
学
製
品
生
産
の
平
均
規
模
と
合
成
繊
維
生 

産
の
そ
れ
と
に
大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、®
塞
礎
化
.学
製
品
産
業
が
'総
合
的
•
多
角
的
化
学
産
業
で
あ
る
こ
と
、
0

既
存
の
合
成
繊
維 

会
社
の
多
く
が
レ
イ
ョ
ン
等
の
化
学
繊
雄
0
紡
糸
技
術
の
経
験
に
も
と
づ
い
て
参
入
し
て
き
た
企
業
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
、
欧 

米
の
よ
う
な
®

直
的
競
合
企
業
は
少
い
。
じ
か
し
，
合
成
繊
維
生
産
費
の
う
ち
原
料
費
が
半
分
以
上
を
占
め
る
の
で
、
安
価
な
原
料
の
調
達
が
不 

可
欠
と
な
り
、
合
成
繊
維
企
業
は
基
礎
化
学
製
品
生
産
企
業
と
の
間
に「

資
本
系
列」

.
を
結
び
つ
つ
あ
る
。

.
⑷ 
'
石
油
精
製
，
.
，

く
 

.

精
製
所
設
備
に
ば
、
大
き
く
わ
け
.て
、
.蒸
溜
装
置
と
伽
エ
装
置
と「
オ
フ
サ
イ
ト」

.

.設
備
と
、が
あ
る
。
蒸
溜
装
置
は
パ
イ
プ
蒸
溜
と
蒸
溜
塔
と 

か
ら
な
り
、
.こ
の
両
装
匱
.を
経
て
軽
揮
発
油
、，
重
揮
発
油
、
'灯
油
、.
軽
油
お
よ
び
残
谨
の
五
つ
の
主
要
製
品
が
蒸
溜
さ
れ
る
。.
加
工
装
匱
は
、
こ 

れ
ら
の
主
要
製
品
を
洗
滌
、
接
触
反
応
、
水
素
添
加
、
-;
ガ
ス
回
収
、.
真
空
蒸
溜
し
た
り
し
て
、
数
十
種
類
の
製
品
を
生
産
す
る
工
程
で
あ
る
。

「

オ
フ
サ
イ
ト」

設
備
と
は
タ
ン
力
ー
の
.積
み
お
ろ
し
用
埠
頭
、
道
路
、
燃
焼
場
、.
電
力
；
蒸
気
発
生
所
、
貯
蔵
タ
ン
ク
、
廃
物
.処
理
設
備
、
実 

験
室
等
の
設
備
：で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
石
汕
精
製
所
吖
建
設
に
は
こ
れ
ら
三
つ
の
装
置
設
備
が
必
要
で
あ
る
。

(

し
か
し
、

一
般
的
に
は
石
油
精
製 

所
の
能
力
ば
蒸
溜
装
置
の
能
力
で
測
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
の「

規
模
.の
経
済
性」

の
考
察
で
は
蒸
溜
装
置
が
重
要
で
ぁ
る
。)

石
汕
精
製
所
の「

規
模
の
経
済
性」

の
考
察
に
は
、
鉄
鋼
、
合
成
繊
維
と
同
様
.

に
、
装
置
産
業
と
し
て
の
鞭
徴
で
あ
る
蒸
溜
装
置
の
建
設
投
資

に
お
け
る
，固
.

©

的
.

不
変
資
本
充
用
_

上
め
節
約
が
も
っ
.

と
-%

重
要
で
あ
る
。
石
油
精
製
装
置
の
資
本
費
に
関
す
る「

規
模
の
経
済
性」

に
つ
い
て

は

「

G

 

•

六
法
則」

：
が
有
名
^.

あ
石
。
一
◦

.

.

六
法
則」

；
と

は
、
：産
出
能
力
を
¥

、.
精
製
装
置
投
下
資
本
費
を
又
と
す
れ
ば
、

両
者
の
関
係
は

と
い
う
も
の
で
あ
る
？
，
た
;>

え
ば
あ
る
装
置
の
ー
能
カ
が
ニ
倍
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
資
本
費
は2

。-®

す
な
わ
ち 

一•

五
二
倍
に
し
か
増 

■ 

(

10)

大
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
閨
係
尤
つ
い
て
実
際
，に
調
査
し
た
ブ
ラ
テ
ゾQ

研
究
の
数
値
と
〇

•

六
法
則
を
利
用
し
た
数
値
'と
を
比
較 

す
る
と
、
第
10
表
ど
お
り
、
〇

.
六
法
則
は
実
腾
よ
り「

馮
模
の
経
済
性」

.̂
读
張
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
に
装
置
建
設
投 

資
に
お
け
る
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
は
き
わ
め
て
大
き
い
'と
と
を
示
し
て
い
る
。

さ

て

、

石

油

製

品

の

単

位

当

り

コ

ス

ト

に

つ

'..い

て

み

よ

.5

.

.

.-:
,

°

マ
ク
リ
ー
ン
ど
ハ
ィ
フ
の

資
料
に
も
ど
づ

い
て
ハ
ミ
ル
ト
ン

こ
よ
っ
て
作
犮
さ
れ

广i 

.

-

た
第
四
図
は
精
製
能
力
と
コ
ス
ト
の
関
係
を
稼
動
率
と
の
擱
^

^

ら
み
た
も
の
で
あ
る
。

(

黒
線
が
稼
勤
率
と
コ
ス
ト)

日
産
三
万
バー

レ
ル
ま
で 

め
コ
ス
ト
の
低
下
が
著
し
く
、
三
万
か
ら 

一
0

万
へ
ハ—

レ

ル
：本

コ
ス
ト
の
低
下
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
-:
-
一
 

〇
万
バ
ー
レ
ル
以
上
で
は
そ
て
は
ま
と 

ん
ど
低
下
し
な
い
。
 

ト

' 

一

」

い
ま
わ
が
国
の
主
要
石
油
工
場
の
産
出
能
力
を
み
る
と
第
11

表
ど
お
り
、'
.
東
亜
燃
與
川
崎
エ
場
、
丸
善
石
油
松
山
工
場
、
三
菱
石
油
水
島
エ 

場
、
昭
和
石
油
川
崎
工
場
と
も
に
各
石
油
会
社
の
主
カ
エ
場
社
最
大
日
産
五
万
、、ハ，丨
レ
ル
程
度
の
蒸
溜
能
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

日
産
五
万
バ
I

レ
ル
工
場
が
、
ハ

ミ
ル
ト
ン
の
図
表
か
ら
み
て
も
現
在
の
石
抓
精
製
所
の
.「

最
適
規
模」

で
あ
.
る
こ
と
が
わ
か
る(

参
入
障
壁
論
に 

一
定
の
意
味
を
も
つ)

。
ま
た
こ
の
日
産
五
万
バ
ー
^

ル
と
い
う
か
な
.
り
明
瞭
な
':

「

日
取
適
規
模」

の
限
界
が
、
石
油
製
品
市
場
で「

か
か
合
'̂

象
か
- 

を
形
成
さ
せ
る
重
要
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
，つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
し
て
、
原
油
脑
格
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
わ
が

国
石
油
精
製
企
.
業
.

J

k

-
に
上
位
‘六
.
社
.

)

！
の
，
，
コ

乂

，
ト

格

差

，
は

.
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
^;
!

ハ
と
推
定
し
て
よ
、，
で
あ
ろ
3

。

■ 

. 

* 

一- 

- 

.

•

•

«<•
•
NH
ふ
.

•.
 

V

わ
が
国
主
耍
霖
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
«

一..三
五
.

.

へ'
 

〇
七
ノ



第12表アルミ地金企業年問設備能力 

' 一昭和37年下期一

日本軽金厲 昭和馄ェ 住友化学

アルミナ(t) 沽水工場 

120,000
横浜工場 

146,000 外部依存-

M 力 U 給 外部依存 外部依存

:アルミ（t)

拙原；！:坳 

34,500 
新©工場 

15.000

锊多方工場

35.000 
火町工場

11.000

洛诉屋工場 

23, 520 
菊本工場 

32,100

「右価証券報告?J 」より作成。

(5

)

ア
ル
ミ

ニ
ュー

ム
地
金

ア
ル
ミ
地
金
.
の
生
産
過
程
に
は
、
ボ
ー
ギ
サ
ィ
ト
を
ア
ル
ミ
ナ
に
化
学
処
理
し
て
生
産
す
る
過
程
と
、
ア
ル
ミ
ナ
を
ア
ル
ミ
地
金
に
電
解
精
錬 

し
て
.
生
産
す
る
工
程
と
が
あ
る
.
。
こ
.

の
両
生
産
過
程
；の
：「

規
模
の
経
済
性j

を̂

量
的
に
確
定
し
た
資
料
は
な
い
が
.、，

一
般
に
、
ア
ル
ミ
精
錬
に

は
そ
れ
ほ
ど
の「

規
模
の
経
済
性」

は
な
く
、
ア
ル
ミ
ナ
精
錬
に
は
'「

規
模
の
.
経
済
性」

が
大
き
く
作
用
す
る
と
い
わ
れ
て
い
が
。
ア
ル
ミ
精
錬

、
2 )

の

「

最
適
規
模」

は
年
産
五
万
ト
ン
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
以
上
の
量
産
は
ェ
瘍
の
分
散
化
.
を
喚
起
す
る
。
他
方
、
ア
ル
ミ
ナ
精
錬
で
は
わ
が

国
で
も
一
五
〇
万
ト
ン
規
模
の
工
場
が
，あ
り
、
ア
メ
リ
ヵ
で
は
約1

〇
〇
〇
万
ト
ン
規
模
の
工
場
す
ら
存
在
し
て
お
.

A

、「

規
模
の
経
済
性」
が

強
く
作
用
す
る
。
こ
の
ょ
ぅ
な
"
ア
ル
ミ
ナ
生
産
過
程
-
に
お
け
る「

規
模
の
経
済
性」

は
、：
ア
ル
ミ
生
産
に
お
，け
る
安
価
な
原
料
供
給
を
約
束
す
，る

の
で
、

ア
ル
ミ
ナ
生
産
と
ア
ル
，
ミ
生
産
：と

.
の
垂
直
的
統
合
を
形
成
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
ア
ル
ミ
生
産
に
は
大
量
の
電
力
を
必
要
と
す
る

(

爾
力
費
は
ア
ル
ミ
原
価
の
約
三
割)

の
で
ノ
ア
ル
ミ
一
貪
企
業
は
副
次
部
門
と
し
て
発
電
所
を
統
合
し
て
い
.
.る。アメリヵの一貫企業は、ア

' 

|

学—

亦

存

碟
20

.場
00

ルミナ、

.ア
ル
ミ、

電
力
ば
か
り
で
な
く
後
退
的
に
ボ
丨
'キ
サ
ィ
ト
揉
掘、

前
進
的
に
ア
ル
ミ
.
圧
延
加
工

s

B-
g
 

■
 

W
 

|

23
,

_

32
,

段
階
ま
で
.
垂
直
的
に
統
合
し
て
.
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
わ
が
国
の
ア
ル
ミ
精
錬
企
業 

下

f

職

鄉

ェ
^
 

o
 

.存

場
3

場
00
0

成
。

は
圧
延
加
工
段
階
ま
で
は
統
合
し
て
い
な
い
.

の
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ル
ミ
精
製
に
お
け
る
コ
ス
ト 

I
.

麵
14
6

ノ 

|

妨
35
C.
T

11
,

パ

低

下

に

は

：：ア
ル
，

.

、
、
、
ナ

ー

電

カ

ー

：
ア

ル.ミ
ま
，で_
の
.

統

合

が

不

可

欠

で

あ

る

：と
い
わ

(

；^

、

ア

ル

ミ

地

金

生

産

.に

f
」

'
厲

场
K)
'

合
.

S

o

s

o

 '
I
.

妇
い
.

て
は
こ
：の
.

三
‘

段
階
へ
の
'

統

合

の

存

否
.

が

競

含

の

強
^

^
 

jt
L

.̂
ft
KK
ĵ
^

oc
if
i

oc
^

\

 

f
 

l
12
0

,

I
 

|
34
,

|

15
,

.

|

'

.

わ
が
国
ア
'

ル
ミ
地
金
生
産
の
主
要
企
業
.

の
.

昭

和

三

七

年

下

期

現

在

：

0

^

^
 

第
12

I

I

M

-

-

-

-

-,~

噙
.

表
ど
お
り
、
ア
.
ル
ミ
ナ
、
電
力
、：
ア
ル
ミ
の

三
段
階
を
垂
直
的
に
統
合
し
て
い
る
企
業
はn

r

本
軽
金
属
だ

m
 

•
け

.

ミ

け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
軽
金
属
の
生
産
力
上
の
優
位
は
か
な
り
顕
箸
で
あ
る
。
昭
和
電
工
、
住

穿

ル

秕

ル

.

I

,
 

U

-

_

I__
_

t
_

 

:

:
友
化
学
.の
電
カ
購
入
倾
格
を
知
る
.資

料

が

な

；い
：の
セ
、
..こ
の

 

一S

の
コ
ス
ト
水
準
を
推
矩
す
る
こ
と
は
困 

わ
が
.国

主

耍
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈡
 

一
三
七

(

八
〇
九)

第 4 図右油精製バ一レル当り平均費用と精製規模および稼動率と

：2.60

レ2 
ノレf  2.20
ぶ2.00 

‘1.80

束亜燃料;！:業 （38年度) 
’ 清 水 工 場

和 歌 山 ェ 燊

水 島 ェ 場

咕和石油 (37年度)
川 崎 ェ 場

新 海 ェ 場

干 浜 ェ 場

1 .60 - 

1.40 - 

1.20- 
1.00  -  

0.80 - 

0.60 - 

0.40 ニ 

0 .20  -

d.OO - _____
10 20 30 40 50 60 75 ; 100 ~ ~ 1 5 0 ― '― ~10'00バー^レル

(注） D，C?. Hkmilton, *'Competition in O il-th e  grulj Coast Refinery- 
1925― 1950― Harvard Univ. Press. 1958,

第11表石油精製設備能力

(注） 1 . r有価証券報告書j 昭和37年下期より。

2 f l K 名= 6 .292バ ー レ ル  

• llK Z = 0 .858 t(A P I= 33°)で換算した 

3 .日本石淌については資料を入手しえなかった,

32.500 »
19.000 «
32.500 "
54.000 "

3 7 ,5 1 9 バ ー レ ル /日  

50,021 //

9,620 バ 一 1/•ル /  日

32.000 v
11,320 〃

3,500 n
50.000 〃

5 2 ,8 6 5 バ ― レ ル /日  

11,0 1 1 "

2,390 ft

6 , 7 0 0 バ一 レ ル /  0

の関係

M arket,
P. 4 6 より転用。

第10表ィギリスにおいて 1958年 

に建造された精製所の投

資費用と規模
-* . ' ト  .、* .•

原油/
100方トン

トY 当り投資 
费用

，•

0 .6 0 法則
r ： i 1.

1 100 100

2 84 76

* 5 65 53

1 :1 0 55 40

C. PMtteri and R.M, Dean, ibid., p. 92.

.

場

.

場
.場

場

H

度
エ

H

度
エ 

年

.年 

椅
37
.
律
山

■

37

皭

川
油
下
松
油
川 

.

石
 

石

善

菱
 

丸

三

A 

B 

A 

B 

A 

B 

c 

D

一
三
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(

八
〇
八

)



第
に
減
少
し
て
い
る
が
、’
そ
の
減
少
幡
を
'み
る
と
六
0:
0〜

~:
:

ニ
五o

ト
ゾ
で
ニ
万
七
千
円
.、.

r

i

m

o

〜

ニ
、.
五
〇
〇
ト
ン
で
一
万
五
千 

円
、
ニ
、
五
〇
〇〜

五
、
〇
〇
〇
ト
ン
で
七
千
円
で
、
特
に
六
〇
〇〜

一
、
ニ
五o

ト

ン

間

で

原

価

差

が

大

き

い

。

」
「

A

H
場
規
模
の
月
産
新
ゴ 

ム
消
费
一
、
ニ
五
〇
ト
ン
は
最
近
.の
タ
イ
ヤ
コ
I

ド
浸
漬
乾
燥
装
置
を
最
も
効
率
的
に
稼
動
し
た
場
合
を
想
定
し
て
お
り
、
現
状
に
お
け
る
国
際 

競
^

力
の
見
地
か
ら
し
て
最
低
所
要
規
模
と
因
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

」

.

■
そ
こ
で
わ
が
国
企
業
の
工
場
別
生
産
規
模
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
が
、.こ
れ
を
入
手
し
え
な
い
の
：で
、
.
企
業
総
生
産
高
を
み
る
と(

な
お
工
場
親
. 

模
ば
従
業
員
数
で
推
定
し
て
み
る
と)

、
第
14
表
ど
お
り
、
ブ
リ
デ
ス
ト
ン
•
タ
イ
ヤ
と
横
浜
ゴ
ム
の
間
に
生
産
規
模
格
差
が
あ
り
、

こ
の
上
位
ニ
社 

と
來
洋
ゴ
ム
以
下
と
の
間
に
は
大
き
な
生
産
規
模
格
差
が
あ
る
。
こ
れ
で
コ
ス
ト
格
差
が
一
：応
推
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
0

こ
の
よ
.う
な
大
き
な
生 

.
産

規

模
H
赀
用
格
差
の
あ
る
産
業
に
お
い
て
、
現
在
カ
ル
テ
ル
が
結
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
生
産
割
当(

と
価
格
決
定)

に
.お
け 

る
協
調
と
対
立
の
関
係
は
後
の
研
究
課
題
へ
研
究
プ
ラ
ン
&

^
と
し
て
と
く
に
興
味
あ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。；

(7
)

セ
メ
ン
ト 

6

セ
メ
ン
ト
生
産
に
お
い
て「

規
模
の
経
済
性」

が
か
な
り
存
在
す
る
こ
と
は
、
す

で

に「

規
模
の
経
済
性」

に
関
す
る
専
門
的
研
究
者
、
J

.
 

M
 

.ブ
ラ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
か
。
わ
が
国
セ
メ
ン
ト
産
業
に
お
け
る
こ
の
実
態
に
つ
.い
.て
の
ベ
わ
し
い
研
究
•
資
料
は
な
い
が
、
生 

産
規
模
別
の
単
位
生
産
高
当
り
労
働
生
産
性
は
、
労
働
省
の『

労
働
生
産
性
統
計
調
査
報
告』

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
15
表
が
そ
れ 

で
：あ

る

。

ま

ず

「

窯

様

式

計」

.
の
規
模
別
直
接
労
働
時
間
を
み
る
と
、
そ
れ
は
規
模
の
拡
大
と
と
も
に
低
下
し
て
.い
る
。
こ
.の
よ
う
な「

規
模
の

. 

' 

.
 

■ 

• 

ら

経
済
性」

は
、
大
規
模
工
場
ほ
ど
労
働
生
産
性
め
高
い
キ
ル
ン
様
式(

製
造
方
法)

が
使
わ
れ
.て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
セ
メ
ン
ト
製
造 

法
は
、
労
働
生
産
性
の
高
い
順
か
ら
い
う
と
、

ロ
ン
ギ
キ
ル
ン(

湿
式)

、
レ
ポ
ル(

半
湿
式)

.
お
よ
び
.シ
ヨ
ー
.ト
キ
ル
ン(

湿
式)

：
で
あ
.る
。
こ
の 

労
働
生
産
性
の
高
い
ロ
ン
グ
キ
ル
ン
に
よ
る
生
産
の
割
合
は
、
大
工
場
で
は
四
五•

四
％

を

占

め.'
:全
規
1̂

平
均
の
ニ
七
•
六
％

を
大
き
く
上
回 

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈡
 

一
三
九(

八
一
一)

第13表 ：自動_ タイヤ•チ

. のコスト ..

ブ.， モ デ ル プ ラ ン ’ト

月 産

1 トン当り
製造原 価

材 料 M

労 務 m

経 m

现存 600 
トン工場

A 工場操短の 
600 > ン工場 A 工場 B 工場 。工場

591トン . '  6C0トン 1,250トン 2, 500 h ン' 5, gooトン

563, OOOP3 584,000円 536,000円 5?1,000円 514,000門

74.8% 72.1% 78.5% 80.7% 81.8%

10,1 7.7 5.8 5.1 4.6

15.1 20.2 15.7 14.2 13.6

注

(ちなみ〖こ， 5 社合成の現突製造原価はトン当り542,000 Hである）

生產規模 

A 工場 

B 工場 

C工場

月産新ゴム消料能力1,250トン（年産I5, 000トン）

〃 2 ,500トン (年産30.000トン)
" ん000トン (•年産60,000トン）

設備機梂' ' •
全工程にわたり最新鋭設備を設匿し，理想的能率的な生産を目標と 

し， 1 日12時 間 （2 交替）加硫部門のみ24時間， 1 ヶ月25日操業を 

想定した。

品種別生産予定

トラシク及びバス用 

小龄トラック用 

乗 用 屯 . 用 <
自動ニ輪車用 

特 殊 用  

計

材料赀試筘規準 

新 ゴ ム . 天 然 ゴ ム 69% 
欺 锥 強 力 人 絹 矽 ％

50%
25%
15%
5%
5%

100%

合成コム 

ナイp ン 31%

資 料産業構 造 調查 会 編 0 本の産業構造<1 V, p. 337-339.

第14表 : 自動車タィャ ，

プリデス’■トンンタイヤ

久留米工場（従 業 員 2,735人） 

束 京 工 場 （ " ' 1,785人)
那 須 ェ 場 （ " 675人）

横浜ゴム .
平 塚 工 場 （従 栗 員 3,576人） 

三 重 工 場 （ " 1,765人） 

三 ® 工 場 （ " 1，229人）

ーブ，企業別生産能力

—37年下期一

.タイヤ月産能力4 ,900トン.
; (37年12月末)

タイヤ月産能力3 ,048トン
(37年12月末）

—

ブ
の
モ
デ
ル
•
プ
ラ
ン
ト
に
よ
るn

ス
ト
試
算
の
研
究
を
利
用
す
る
こ
へ
と
に
し
た
.(

第
13

表
参
照) 

す
.る
六
〇
〇
ト
ン
工
場
の(

ト
ン
当
り)

製
造
原
価
五
-
万
三
千
円
に
対
し'て
、
モ
デ
：ル」

ブ
ラ
ソ

こ ⑶

で 自  

は 励  
産 屯  
業 タ  
構 ィ  
造. ャ 
調 •

S チ

東洋ゴム 

大飯工場(従業員 

伊 丹 工 場 （ " 1,327人）/  
資 料 「有価証券報告街』

712人) 1 タィャ月産能力9H

「

現
在
の
•タ
イ
ヤ
工
場
の
ぅ
ち
中
規
模
に
厲 

r
規
模
の
拡
大
に
応
じ
て
、
製
造
原
価
は
次

が

わ
が

国

車
タ

イ

チ

!.

五

社
の

製
造

価
を

参
考
に

し

つ
つ

作

た

白
動

タ

イ
ャ
導

チ

フ

.

二
',
' 

こ
.
.
.
.
.

.:

. 

一：三
八

(

八
.
一
〇)

難
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
日
本
軽
金
属
ょ
.
れ
<
.も
コ
_
'ス
：ト
上
劣
位
^

あ
る
こ
.
.と
.
は
確
か
で
：あ_ろ

ぅ

。：
：



X 程 合 計 500万 個 以 上 100〜 499万 個 100万 個 未 満

1000個 当 り 所 驳 労 拗 時 問

合 針 153.68 144.01 165.84 ■104. 73

接 111.25 104.33 111.21 303.70

問 接 42.43 39.68 54.63 104. 0 3

ト ン 当 り 所 要 労 働 B抑 ！]

合 計 712.1 659.9 910.7 1,513.4

直 接 515.5 478.1 610.7 1，127.3

間 接 196.6 181.8 300.0 386.1

第16表啡業所生.産突績規模別政接問接別

グ堺位当り所驳労働時丨⑴

(琳 位 ： 1 時 問 :

'— ラ 一 ， 保 持 器 を 給 ん ど 購 入 し て い る 琳 栗 所 が 少  

規 模 別 に は こ れ ら の 所 要 労 ® 時 間 を 政 接 工 程 に は

し た が っ て レ ー ス と 組 立 の 所 要 労 拗 時 丨 !0のな

る

ル，
の .

(!)ボ ー  

く な い  

箅 入 し て  

合 計 で あ

•抑 掲 1■労 蚴 生 産 性 調 在 報 告 .

性
は
、
小
規
模
エ
場
の
そ
れ
'に
比
較
し
て
き
わ
め
て
高
い
。
第
16

表
に
ょ
る
と
、
ボ
ー
ル
お 

ょ
び
口

ー

ラ

ー

の
べ
ァ

リ

ン

グ

千

個

当

り

所

耍

労

働

時

間

は

.、
年

産

五

百

万

個

以

上

の

大

工 

場
と
同
百
万
個
未
満
の
小
工
場
と
の
.間
に
は
約
三
べ
七
倍
の
差
が
あ
る
。
こ
の
産
業
に
お
い 

.て
も
労
働
生
産
性
の
規
模
別
格
差
が
顕
著
で
あ
る
。
企
業
別
.
工
場
別
生
産
規
模
は
不
明
。

(9
)
0
パ

ル
プ

紙
。ハ'
ル
プ
產
業
で
は
。ハ：
ル
プ
ー
紙
生
産
の
.一
貫
化
が
進
展
し
て
い
る
の
で
、
単
純
な
規
模 

別
格
差
だ
け
で
な
く
、
紙
専
業
メ
I

力
I

と
。ハ
ル
プ
紙
兼
業
メ
I

ヵ
ー
と
の
生
産
性
格
差
を

(注 :

軋
知
る
必
要
が
あ
る
。
第
17

表

は

紙

専

業

エ

場

と

パ

ル

プ

紙

兼

業

工

場

の

.生

産

規

模

別

労

働

生 

⑵

.産
性
を
表
わ
'し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
紙
専
業
、
パ
ル
プ
紙
兼
業
と
も
に
生
産
規
模
別
労
働
生 

.産
性
格
差
が
，か
な
り
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
生
産
規
模
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
パ
ル 

プ
紙
兼
業
工
場
の
ほ
う
が
紙
専
業
工
場
に
比
較
し
て
労
働
生
産
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
パ
ル
プ
紙
兼
業
工
場
の
優
位
性
は
、
 

な
に
よ
り
も
こ
の
工
場
が
標
準
.化
さ
れ
た
大
量
生
産
品
種
を
多
く
生
産
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
パ
ル
プ
.紙
兼
業
の
大
規
模
工
場
ほ 

ど
新
間
用
紙
、
印
刷
用
紙
、
.両
更
ク
ラ
フ
ト
紙
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。
し
が
も
こ
れ
ら
の
品
種
は
平
均
/̂
耍
労
働
時
間
が
少
い
。
こ
の
よ
う
な 

生
産
品
種
の
構
成
の
違
い
が
紙
兼
業
と
パ
ル
プ
紙
兼
業
工
場
の
格
差
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
紙
パ
ル
プ
産
業
の
よ
う
な
多
品
種
生
産
部
門
で
は 

こ
の
よ
う
な
工
場
別
の
生
産
品
種
の
構
成
を
み
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。.
こ

こ

で

も

企

業

別

•
•
工

場

別

の

生

齋

能

力

を

知

る

十

分

な

資

料

は 

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

わ
が
国
主
耍
霖
占
産
業
.

に
お
け
る
競
争
と
独
占
：㈡

. 
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第15表 セ メ ン ト  窯様式および時問当り平均能力別クリン力一トン当ク所耍労働時間

(垠 位 ： 1 時 間 }

区  分 政 接 労 拗 時 問 原 料 燃 料 処 理 焼 成 仕 上

黑 様 式 計 0 .49 0.21 0. 03 0 .16 0. 09
2 0 ト ン 朱 潢 0.80 0 .29 0.04 0.32 0 .15
2 0 ト ン 〜 3 0 ト ン 未 猶 0 .52 0 .20 0.04 0.18 0 .10
3 0 ト ン 〜 4 0 ト ン 未 满 0 .37 0.16 0 .02 '  0/11 0.08
4 0 ト ン 以 上 0 .42 0 .26 0.02 0,09 0,05

乾 式 計 0 .53 0 .27 0.03 0.13 0 .10
2 0 ト ン 未 满 0,65 0 .25 0.03 0.21 0 .16
2 0 ト ン 〜 G0ト ン 未 满 0.55 0 .25 0.04 0,15 0.11
3 0 ト ン 〜 4 0 ト ン 宋 满 0 .39 0 .14 0.05 0.11 0 .09
4 0 ト ン 以 上 0.52 0 .36 0.02 0,08 0.06

湿 式 （ロ ン グ ） 訐 0 .32 0.13 0.02 0.12 0.05
2 0 ト ン 未 満 — 一 . . • — ___

2 0 ト ン ヘ ^ O fン 未 满 0.04 0 .14 0.03 0.16 0.07
3 0 ト ン 〜 4 0 ト ソ 朱 满 0 .29 0 .12 0.01 0.10 0.06
4 0 ト ン 以 上 0.27 0 .10 0.03 0 .11 0.03

湿 式 （シ 3 — ト） 計 0.59 0.22 0 .04 0 .20 0 .13
2 0 ト ン 未 潢 0 .92 0 .42 0.04 0 .28 0 .18
2 0 ト ン 〜 ^ ) ト ン 未 满 0 .51 0 .17 0.04 0,18 0.12
3 0 ト V—4 0 ト ン 未 満 — 一 • — •.
4 0 ト ン 以 上 — — 一

半 湿 式 （レ ボ ル ） 計 0 .50 0 .18 0. 03 0 .19 0 .10
2 0 ト ン 未 藕 嶔 崁 % V

20ト ン 〜 ^ ) ト ン 未 溝 0 .56 0 .19 0.03 0 .25 0.09
3 0 ト ン 〜 4 0 ト ン 未 滿 0.44 0 .17 0.03 0 .14 0 .10
4 0 ト ン 以 上 崁 聚

一
四
〇

(

八
ニ
ー)
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18)

.

づ
て
い
る
.の
で
あ
る
。.
し
.た
.が
つ
て
、
セ
メ
シ
ト
生
産
に 

#

け
る
土
#

規
模
の
.拡

大

に

と

も

な

.う

ト

ン

当

り

所

要

労 

'

.
働

時

間

の

減

少

は

"
.
大

規

模

工

場

ほ

ど

労

働

生

産

性

の

高 

，い

生

産

技

術

が

使

用

さ

れ

て

い

る

か

ら

と

い

え

よ

う

。

.

:

各
企
業
別
•
工
場
別
の
生
産
規
模
を
知
る
十
分
な
資
料 

は
.入

丰

し

え

な

，
か

づ

た

0

'
09
.

⑶

ベ
ア
リ
ン
グ

J P

ベ
ア
.
リ

ン
ダ
.の
よ
う
な
精
密
機
械
加
工
産
業
で
は
、
高 

i

性
能
の
自
動
旋
盤
や
品
質
の
均
一
化
お
よ
び
大
量
生
産
の 

.

t

た
め
の
専
用
自
動
研
削
盤
の
使
用
と
生
產
ラ
ィ
ン
の
一
品 

ゅf

種
専
用
化
が
、
生
産
性
向
上
の
重
要
な
槓
杆
と
な
る
。

一
 

f

 

.
m
.
r場

平

均

の

自

動

.研

削

盤

め

保

有

状

況

を

規

模

別

に

み

る 

フI

と
、
年
産
百
万
個
未
満
べ
ブ
リ
ン
グ
.エ

場

は

平

均

し

.て

四 

レ
％

台
し
か
保
有
し
て
い
な
い
の
に
対
し
て
、
百
万〜

五
百
万

醜

i
 

§

個
工
場
は
そ
.の
.一
〇
倍
以
上
の
四
六
台
.を
保
有
し
.て
い

g

る
。
こ
.の
よ
う
に
大
規
模
工
場
で
は
.こ
れ
ら
の
優
れ
た
量 

(

.

.囊

術

が

奮

き

.れ
て
お
り
、
大
規
模
工
場
の
労
働
生
産



第18表 10社，新紡，新々 

紡運転可能錘数規模別 

1個当り所要労働時間 

一昭和37年度一 (琳疼: 1時問)

第 5 図綿紡績番手別適正規模グラフ

錘数規模 合訏 10社 新紡新々 紡

合計 32.72 27.88 35.96 39.03
1万錘未満 41.80 崁42.60
1万〜3 万 41.14 30.62 36.15 43.86
3万〜5万32,73 28.65 36.88 38.13
5万〜7万 31.43 28.62 37.30 34.66
7 万錘以上 28.94 26.83 33.86 29.99

他)⑴10社とは戦前より妨欲栗を営んで 
来た会社で，大企業が多い。新妨 
とは，22年綿紡400万錘の復元許 
可が出たとき，戦前紡欲業を営ん 
でいた8社が中心となって，新規 
I7社とともに出米たものである。

⑵※ほ工場数が少いため公表しな

⑶前掲『労働生廣性統針調齐報告書j 

P ，42.

梱当人只

L
■し設備規模

500010000 20000 30000 40000 ~50b(Kf 60000 70000 80000 狻
通産省》"坊拔業における企業規模の適正化についてj 

(パンフレツト）1郎6年 9月。

第19表 紡 績 業 , 企業別.•工場別設備状況 一37年下期-
大日本紡拔 呉羽紡級

工場名 設備数 工場名 設備数

柬 M 53,968 長 岡 46,200
& 橋 64,416 入 善 106,344
大 高 59,696 吳 羽 82,592

89,504 井 波 77,928
42,824 床 川 49,560
78,704 大 町 109,856

貝 塚 123,736 造 科 73,848
常 盤 57,200 坂 祝 60,720
大垣化学 25,600 高 槻 420

計 595,648 計 607,468

日清紡镫

工場名 設備数

浜松 80,776
島田 106,800
富山 85,748
名古M 57,088
針崎 80,992
戸 ’崎 67,252
能登川 48,152
美合 22,592

計 549,400

大和紡横

工場名 設備数

金沢 87,980
福井 53,376
舞鶴 68,040
松原 78,532
出翼 72,044
佐賀 74,136

計 434,108

(単位: 

富士紡资
鏵)

工場名 設備数

小川 168,322
鷲津 88,932
小玻井 30,240
川之江 36,000
三島 36,576
大分 71,768

計 431,838

束洋钫紐 鐘淵枋镣 敷島紡縝

四

A

工場名 設備数

常 m
山 m
小松岛 
今治 
(第二) 

亦 糖
h 本松
忠 ，岡

沢 松

105,040 
73,880 
53,232 
52,296 
45,984 
42,400 
58,608 
43,888 

108,640

計 583,958丨

倉敷紡辕
工場名 設備数

洲本 
西大寺 
住道 
R 野 
松阪 
高砂 
m 岡

i
g

g
i

i
i

r

Sf 
5
 

S
ぽ

g 
g

ぎ

計 505, 280(

日東紡後
工場名 設備数

笹 _ 108,200
城北 51,090
餃磨 91,800
味野 9,260
笹岡 34,520
高知 110,680

計 405,550

工場名 設備数

倉 敷 100,616
坂 出 23,200
岡 山 28,528
観音寺 54,91—
丸 免 51,66(J
北
安

条
城

43,008
146,400

計 448,324!

工場名 設備数

新渴 
泊 

海南 
広 

静岡

73,900
.51,060
47,840
70,856
64,000

計 307,656

資料「有価証券報告 
書j

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈡
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尿 素 硫 安

37年度 38年度: 37年度. 38年r度 i

合 計 

20万トン未滿 

20万トン以上407iトン未满' 
40万’トン以上

4.54 
5. 23 
4 .07 * 
4. 56

3. 98 
5.31 
3.51 
4.06

1.39
1.40 
1.64 
L32

""r  -；

1.31
1.31
1:57
117

.
'厂

- 

一
四
四(

八
一
六)

•

.
㈣

綿
紡
績 

■ 

■

:

わ
が
国
綿
紡
績
業
に
‘お
け
る
規
模
別
労
働
生
産
性
と「

最
小
最
適
規
模」

が
、
最
通
通
産
省
に
よ
っ
て
_

查
_

さ
れ
て
い
る
。
第
5

図
が
そ
れ
で 

あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
る
と
五
千
錘
か
ら
.

一
一
万
錘
の
設
備
規
模
で
梱
当
り
人
員
が
.著
し
ベ
低
下
し
、
.三
万
錘
を
こ
え
る
と
そ
の
低
下
率
は
鈍
化
し
て 

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
.
さ

ら

に『

労
1|
:生
産
性
統
計
調
查
報
告』

に
よ
っ
て
、

十
大
M

、
新
紡
お
よ
び
新
々
紡
な
ど
の
企
業
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
設 

備
規
模
別
の
単
位
当
り
労
_

生
産
性
を
各
る
と
、
十
大
紡
、
新
級
、
新
々
紡
の
企
業
グ
ル
ー
プ
間
に
は
平
均
し
て
か
な
り
の
生
産
性
格
差
の
あ
る 

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
各
企
業
グ
ル
ー
プ
別
の
規
模
間
に
も
生
産
性
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
こ
で
十
大
紡
の
工
場
別
：設
備
能
力
を
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
五
万
錘
以
上
で
あ
る
。
第
5

図
で

.は

こ

の

五

万

錘

が

三

〇
番

手

平

均

で

み 

,

.た
'「

最
適
^

^

;
J 

界
と
さ
れ
て
：い
る
。
.新
紛
、
新
々
紐
以
下
の
く
わ
し
い
生
産
規
模
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

'

:多
く
は
い
え
な
い
が
1

政
策
的
に
提
言
さ
れ
た
か
な
り
高
い
.

「

最
適
規
模」

の
限
界
で
は
な
い
'だ
ろ
ぅ
か
。

所袈時問

1時間）

当
阐

第20表 尿 素 •硫安，坐産能力規模別
' • - ； * .

138年度 p p .137〜139.m働生磨

00
化
学
肥
料(

硫
安
、
尿
素)

硫
安
丫
尿
素
の
ァ
ン
モ
-ー
ァ
系
化
学
肥
料
産
業
は
、
こ
.
.れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
諸
産
業
と
は
異
色
.で
あ
る
。
第 

.2
0

表
を
み
る
と
、•
わ
が
.
.国
硫
安
、
尿
素
生
産
に
は
生
産
規
模
の拡

+
<

に
と
も
な
ぅ
労
働
生
産
性
の
低
下
の
傾
向
が 

み
ら
れ
な
い
。
ト
ン
当
り
所
要
労
働
時
間
は
'、
尿
素
で
■は
中
規
模
が
最
低
で
あ
る
。
：硫
安
で
は
：大
規
模
が
最
低
で 

あ
る
が
、
中
規
模
が
最
高
.で
^

る
。
し
か
も
各
生
^
!規
模
間
の
生
産
性
格
差
幅
が
ご
く
少
い
。
こ
の
理
由
は
く
わ 

'
し

く
は
判
明
し
な
い
が
：、

こ

れ

は

、
兼

営

部

門

：の
比
重
.の

相

違

や

原

料

構

成

の

相

違

な

ど

の

化

学

産

業

特

有

の

事 

情
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。。
こ
.れ
以
上
め
'展
_

は
こ
こ
で
は
避
け
な
，け
れ
ば
な
ら
な
い
。

誦

02
]

ビ
I

ル
、
精
糖
、
乳
製
品
、
電

動

機

，

こ

れ

ら

の

産.^
に

つ
I
て
は

十
分
に
展
開
す
る

研

究

.

資
料
を
も
た
な
い
の
で
、'
こ
れ
ら
の
産
業
に
も

「

規
模
の
経
済
性」

.

.が
あ
る
と
.指
摘
し 

て
い
る
文
献
だ
け
を
書
く
に
と
ど
め
た
い
。

0 
ビ
丨
ル
 

J
.

 

v
a
i
z
e
y
%
T
h
e

 

B
r
e
w
i
n
g

 

I
n
d
u
s
t
r
ŷ
L
o
n
d
o
n
,

 

1
9
6
0
.

o 
精
糖 

y
^
.
w身 * The Relation Between Size and 

E
A
a
c
i
l
y

 of Business

. (KES VoL XXIV, A
u
g
l
,

 1942.) 

o
.乳
製
品
.

同

右

. 

.

O

霧

機

産

業

構

造

塑

会

編

，

r

日
本
の
産
業
構
造』

.
第
S

 (

通
商
産
業
研
究
社
、
.一
九
.六
四
年
一
〇
月

)

.

妈

要

約

.

似
上
わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る「

規
模
の
経
済
性」

.
と
そ
の
も
.と
に
お
け
る
部
門
内
諸
資
本
の
生
産
規
模
.

=

費
用
格
差
構
成
の
考
察 

か
ら
要
約
し
う
る
主
要
な
点
を
列
.記
す
る
.
と
、
次
の
.よ

う

で

あ

一

る

。
，

 

：，： 

.

o

少
数
資
本
に
寡
占
化
す
る
よ
う
な
産
業
で
は
、
か
な
り
顕
著
な「

規
模
の
経
済
性」

.
が
存
在
す
る
こ
と
。

0

「

規
模
の
経
済
性」

の
形
成
要
因
を
み
る
と
、
装
置
産
業(

鉄
鋼(

製
銑—

製
鋼)

、
石
油
精
製
、
合
成
繊
維
等
々)

と
機
械
加
工
•
機
械
器
具 

組
立
産
業(

鉄
鋼
の
庄
延
、
A

動
車
、
ベ
ァ
リ
ン
グ
等
々)

と
で
は
、
と
も
に
大
規
模
工
場
ほ
：ど
優
れ
た
生
産
技
術
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
で
共
通
性 

を
も
つ
と
は
い
え
、
そ
の
形
成
諸
要
因
の
^

重̂
が
異
っ
.て
い
.る

こ

，と

。
.
す
な
わ
ち
、
装
置
産
業
で
は
、
不
変
資
本
充
用
上
の
節
約
が「

規
模
の
経 

済
性」

の
か
な
り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
'-
と
.が

特

徵

で

あ

る

。
，と

べ

に

固

定

的

不

変

資

本

充

用

上

の

節

約

"
生

産

規

模

の

拡

大

に

と

も

な
 

っ
て
設
備
建
嚴
投
資
額
が
通
減
し
て
、
製
品
単
.位

当

り

資

本

費

(

減
価
償
却
費
と
金
融
費
用)

が
節
約
さ
れ
る
こ
と
H

が
装
置
産
業
のT

規
模
の
経 

済
性」

の
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
：て
.、'
加

工
•
組

產

業

で

は

、
生
産
規
模
の
拡
大
に
応
じ
て
使
用
さ
れ
る
機
械
お
よ
び
機 

わ
が
国
主
要
寡
占
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
㈡

. 

.一
四
五(

L

j
七)



1

四

六

(

八一

八)
械
体
系
の
生
産
技
術
が
高
度
化
す
る
こ
と
が
、「

規
模
の
経
済
性j

の
.
決
定
的
要
因
に
.

な
る
。
す
な
わ
ち
大
規
模
生
産
ほ
ど
'̂
'̂
a'

、
il
'

fj
'

li

'
、
 

迪
,

的
.
'

系
統
的
^

^

体
系
お
よ
び
.流
れ
作
業
、
生
產
ラ
.
ィ

ン

の

系

統

化

、
.

な
ど
の
高
度
な
生
産
技
術
が
採
用
さ
れ
て
、，
る
。

.

⑶

垂
直
的
統
合
に
も
と
づ
く
生
産
の
一
貫
化
は
、
.鉄
鋼
、：
ア
ル
ミ

、
紙
。ハ
ル
プ
等
の
産
業
で
一
般
化
し
て
お

り

、
こ
こ
で
は
一
貫
生
產
が
大 

規
模
生
産
の
不
可
欠
の
要
因
匕
な
°
て
い
る
。
本
稿
で
は
一
貫
企
業
と
単
独
企
業
.と
の
費
用
格
差
の
実
態
は
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た 

が

ア

ル

ミ
.

紙
。ハル

..

フ
産
業
の
分
析
に
お
い
て
、.
生
産
面
に
お
け
る|

貫
企
業
の
単
独
企
業
に
対
す
る
優
位
性
は
か
な
り
大
き
い
こ

と

が
明
ら 

力
に
さ
れ
た
。

⑷

多

数

工

場

制

企

！

iK.

は
，
わ
れ
わ
れ
が
分
析
対
象
と
し
た
寡
占
産
業
で
は
い
ず
れ
も
上
位
資
本
に
属
し
て
大
き
な
進
展
を
み
.せ
て
い
る
。
と 

く
に
乳
製
品
、
綿
紡
績
、
セ
メ
ン
ト
、
製
粉
お
よ
び
ビ
ー
ル
の
諸
産
業
に
お
い
て
多
数
工
場
化
が
進
展
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

飲
用
牛
乳
と

ビ
ー 

ル
産
業
に
お
V

て
製
品
容
器
の
関
係
力
ら
市
場
に
直
結
し
たH

.

場
の
分
散
化
が
活
発
.
で
^'
る

こ

と

に

特

徴

が
見
出
せ
る
。

⑶

以
上
の
よ

う
な「

規
模
の
経
済
性」

の
分
析
に
も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
が
国
主
要
産
業
に
お
け
る
諸
企
業
の
生
産
規
模
卩
費
用 

格
差
構
成
を
み
る
と
、
各
産
業
で
異
る
の
で
一
般
化
は

困
難
で
あ
る
が
、
前
稿
の
売
手
市
場

集
中
度
や
企
業
規
模
の
奪
察
と
は
違
っ
た
視
角
か
ら 

の
各
産
業
ご
と
の
競
争
と
独
占
の
あ
り
方
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
悤
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
.ス
ト
を
中
心
と
し
た
生
産
力
側
面
か
ら
の
産
業
に 

お
け
る
競
争
と
独
占
の
解
明
は
、
独
占
価
格

=
=

独
占
利
潤
の
分
析
の
重
要
な
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
後
の
研
究
の
重
要
な
前
提
と
な 

る
。⑶

い
く
つ
か
の
産
業
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た「

最
適
規
模」

は
，
、次
稿

の「

参
入
障
壁
論」

の

「

参
入
に
必
要
な
標
準
的
資
本
量」

の 

分
析
に
一
定
の
意
味
を
も
つ
。

■

(7
)

率
直
に
い

っ

て

、本
稿
の
分
析
を
通
じ
て
、

コ
ス
ト
を
中
心
と
し
た
生
産
力
側
面
か
ら
の
産
業
に
お
け
る
競
争
と
独
占
の
解
明
は
、
や
は 

り
独
占
価
格

=

独
占
利
潤
の
研
究
の
基
礎
に
据
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
種
の
研
究
は
、
従
来
、
資
料
上
の
_

か
つ
た
I

I

、
本
|

|

味
で
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
し

ミ

I

の

霞

 

U

技
矿
f

面」

や
部
F

&

I

の
コ
ス
ト
格
差
の
経
済
学
的
研
究
は
、
わ
が
国
で
は
従
来
等
閑
視
さ
れ
て
き

た

と

い
つ

て

も

ょ

、

、あ
つ
て
、
今
後
ま
す
ま
す
開
拓
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
分
野
で
あ
る
と
思

わ

れ

る

。 

か

ノ

レ

て

も

ょ

、

夕

シ

一

の

び

」

I

』

一I

I

、
論

i

一
 

七
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日
套
期
信
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銀
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調
査
月
報』

一
九
六
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年
一
〇
月
号

、
§
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.

7

)

同
右
、
ニ
六
丄
一
七
頁
。

(

8

)

同
右
'
 

ニ
五
頁
。

(

d

i

靈

業

の

「

規
模
の
馨
性」

に
関
し
て
は
、
内
田
星
美
著『

合
成
繊
維
工
業』

(

東
洋
響
新
報
社
ニ
九
六
六
年
 

一，
二
月)

に
ほ
と
ん
ど
を

r 

0
. 
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